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平成２７年第３回千早赤阪村議会定例会会議録（第１号） 

 

１． 招集年月日 

   平成２７年９月１日 

２． 招集の場所 

   千早赤阪村役場 二階議事堂 

３． 出席議員        

   １番  井 上 昭 司         ２番  関 口 ほづみ 

   ３番  徳 丸 幸 夫         ４番  浅 野 利 夫 

   ５番  清 井   浩         ６番  田 中 博 治 

   ７番  山 形 研 介 

４． 欠席議員 

   な   し 

５． 署名議員 

   ５番  清 井   浩         ６番  田 中 博 治 

６． 職務のため議場に出席した者の職氏名 

   局    長  松 村 典 英     主    査  井ノ本 純 一 

７． 地方自治法第１２１条により、説明のため出席した者の職氏名 

   村    長  松 本 昌 親     副  村  長  吉 田 裕 彦 

   教  育  長  矢 倉 龍 男     人事財政課長  菊 井 佳 宏 

           中 野 光 二     住 民 課 長  池 西 昌 夫 

   健康福祉課長  和 田 博 幸     健康福祉課参事  西 口 美 和 

   まちづくり課長  森 田 洋 文     理 事  高 橋 昭 二 

   施設整備課長  赤 阪 秀 樹     理 事  西 川 浩 和 

   理 事  松 本 賢 一     教 育 課 長  北 浦 秀 明 

   教育課参事  近 藤 和 浩 

８． 議事日程        

   日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

   日程第 ２ 会期の決定について 

   日程第 ３ 諸報告 

   日程第 ４ 議案第５１号 千早赤阪村議会会議規則の改正について 

   日程第 ５ 議案第５２号 千早赤阪村個人情報保護条例の改正について 

会計管理者兼 
総 務 課 長 
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   日程第 ６ 議案第５３号 職員の退職手当に関する条例の改正について 

   日程第 ７ 議案第５４号 千早赤阪村手数料条例の改正について 

   日程第 ８ 議案第５５号 平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）

について 

   日程第 ９ 議案第５６号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこ

れに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議

について 

   日程第１０ 議案第５７号 動産の取得について 

   日程第１１ 報告第 ４号 平成２６年度健全化判断比率について 

   日程第１２ 報告第 ５号 平成２６年度資金不足比率について 

   日程第１３ 議案第５８号 平成２６年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定に

ついて 

   日程第１４ 議案第５９号 平成２６年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について 

   日程第１５ 議案第６０号 平成２６年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について 

   日程第１６ 議案第６１号 平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について 

   日程第１７ 議案第６２号 平成２６年度千早赤阪村下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

   日程第１８ 議案第６３号 平成２６年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計歳入

歳出決算認定について 

   日程第１９ 議案第６４号 平成２６年度千早赤阪村水道事業会計決算認定につい

て 
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            午前１０時００分 開会 

○井上議長 皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員は７名でございます。定足数に達しておりますので、平成２７年第

３回千早赤阪村議会定例会を開会いたします。 

 まず初めに、松本村長より御挨拶がございます。 

○松本村長 皆さんこんにちは。 

 ９月に入りまして、朝夕めっぽう涼しくなってまいりました。御存じのように村はビジ

ターセンター、庁舎、香楠荘とロープウェイの指定管理と、非常に忙しくなってまいりま

した。どの事業をとっても村の将来にとって大切な事業ばかりでございます。長く間違い

のない運営が大切と考えております。 

 特に私が大切だと思うのは用地問題でございまして、用地の問題が解決すれば村の事業

は全て完成と、私は常々思っております。私が村長に就任以来、用地問題でかなりの事業

が挫折いたしました。中山間事業もさようでございますし、農面道路も途中でとまってお

りますし、分校跡地、いろんな事業が用地問題で暗礁に乗り上げております。職員も用地

問題のノウハウはほとんどありません。私はいろいろ苦労をいたしましたが、土地の売る

のはプロ級でございますが、買収となると素人でございます。これからの半年、１年は職

員を総動員して用地問題に取り組む年となると思います。不可能を可能にする努力が必要

だと感じております。ぜひ、議員の皆さんも御協力、御支援をお願いいたしまして、もう

やっと基金は少し増えましたし、地方創生や過疎指定ということで村が元気になるバック

アップ体制を整えました。ぜひ皆さんのお知恵のもと、いい村づくり、元気な村づくりに

皆さんの力をおかしくださいますことを心よりお願いして、私の御挨拶といたします。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○井上議長 次に、８月２６日に開催されました議会運営委員会の報告を求めます。 

 清井議会運営委員長。 

○清井議会運営委員長 去る８月２６日に開催いたしました議会運営委員会におきまし

て、今期定例会の上程予定議案についての審議方法を審査いたしましたので、御報告申し

上げます。 

 まず、本日の付議案件は、議事日程のとおり議案第５１号から議案第５７号の７議案、

財政指標の報告２件、議案第５８号から議案第６４号の決算認定７議案の１６議案でござ

います。 

 審議方法につきましては、議案第５１号及び議案第５６号、議案第５７号は、本会議に

おいて審議することに決しております。 
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 議案第５２号から議案第５５号の４議案は、村長の提案理由及び総括質疑の後、所管の

常任委員会に付託することに決しております。 

 次に、報告第４号から議案第６４号までの報告２件及び決算認定７議案を一括議題と

し、監査結果の報告、報告第４号及び第５号の財政指標の報告を行い、議案第５８号から

第６４号の７議案について、村長の提案理由及び総括質疑の後、決算特別委員会を設置し

て審議することに決しております。 

 なお、今期定例会の会期は本日９月１日から１８日までの１８日間と決しておりますこ

とをあわせて御報告申し上げます。 

 以上でございます。 

○井上議長 ありがとうございました。 

 これより本日の日程に入ります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、５番清井議員、６番田中議員

を指名いたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日９月１日から１８日までの１８日間といたしたいと思います。

これに異議ありませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日９月１日から１８日ま

での１８日間と決しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第３、諸報告に入ります。 

 南河内環境事業組合議会の徳丸議員から、組合議会定例会の経過報告がございます。 

 徳丸議員。 

○徳丸議員 平成２７年８月１９日、第２回南河内環境事業組合議会定例会に参加してき

ました。その内容の報告を申し上げます。 

 本会議前に議員全員協議会が開催されました。組合事務局から組合管理者、副管理者、

組合議会議員異動報告があり、次に、議会運営委員長から、事前に開催された議会運営委

員会において運営委員の異動とこれに伴う委員長及び副委員長が選出されたこと、また確
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認事項として提出議案は議案書のとおりとし、会期は１日としました。 

 続いて、事務局から平成２６年度一般会計決算の概要、一般持ち込みごみの受け付け

等、制度変更及び処理手数料の改正についての説明がありました。なお、一般持ち込みご

みの受け付け等、制度変更及び処理手数料表示の改正の主な全協での質疑について、本会

議と重複したものについては、本会議のときに説明して、それ以外の質疑を申し上げま

す。 

 まず、直接申し込みになることから、どちらの清掃工場にも搬入可能か、持ち込まれる

工場間での受け入れ基準が統一されているか、また産廃と認定された場合、対処と行政区

域外からの流入対応について質疑があり、答弁として、従来どおり河内長野市は第２清掃

工場へ、他の５市町村は第１清掃工場へ搬入いただき、受け入れ拒否等の搬入指導等も統

一して行うものとし、あわせて処理困難物等受け入れを拒否する場合でも可能な限り処分

先を案内、また搬入申込書による本人確認と改正後の手数料が他の施設と同程度となるか

ら、区域外からのごみ流入は妨げるということであります。 

 全協の最後の案件として事務局から清掃工場のダイオキシン測定結果についての報告が

あり、問題はなかったということでございます。 

 続いて、本会議には１０件の提出案件があり、順に申し上げます。 

 報告第２号は管理者の異動について、報告第３号は副管理者及び副管理者の副市長の異

動について、報告第４号組合議会議員の異動について、同意案件２号南河内環境事業組合

公平委員会の委員の選任について、承認第３号一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定についての専決処分、承認第４号職員の退職手当に関する条例の一部

を改正する条例の制定についての専決処分の承認を求めることについて、議案第３号南河

内環境事業組合処理手数料条例の一部を改正する条例の制定について。この案について少

し申し上げておきたいと思います。 

 前回の改正から約６年が経過していること、過去の改正経過が周辺自治体の手数料価格

の動向、持ち込みされる搬入者に処理原価に見合った受益者負担を求めることなどを理由

に今回改正するもので、原案のとおり可決されました。改正内容は、激変緩和措置として

２段階による改定とし、１段階目として平成２７年１１月１日から２０キログラム未満及

び１回当たり１トン以下で２０キログラムにつき１９０円を２５０円に、１トンを超える

場合２０キログラム当たり３００円を３４０円に引き上げるもので、２段階目として平成

２８年４月１日から２０キログラム未満を含む全ての区分において２０キログラムにつき

一律３４０円とするものです。なお、処理手数料条例の改正に関する主な質疑はありまし

たが、これは割愛させていただきたいと思います。 
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 議案第４号平成２７年度南河内環境事業組合一般会計補正予算監査報告（第２号）月例

出納検査の結果報告について、認定第１号平成２６年度南河内環境事業組合一般会計歳入

歳出決算について、いずれの議案も原案のとおり可決、承認、報告を受けたことを報告い

たします。 

 以上で簡単ですが平成２７年度南河内環境事業組合定例会の報告とさせていただきま

す。なお、詳しい議事録、資料等については事務局に保管してありますので、ごらんいた

だけたらと思います。 

 以上です。 

○井上議長 以上で諸報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第４、議案第５１号千早赤阪村議会会議規則の改正についてを議題

といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 関口議員。 

○関口議員 議案第５１号千早赤阪村議会会議規則の改正について、会議規則第１３条の

規定により提案するものでございます。 

 平成２７年９月１日提出。千早赤阪村議会議長井上昭司殿。提出者、千早赤阪村村議会

議員関口ほづみ。賛成者、千早赤阪村議会議員徳丸幸夫、同じく浅野利夫、清井浩、田中

博治、山形研介です。 

 今回の改正は、議会における欠席の届け出の取り扱いに関して、社会情勢などを勘案し

出産の場合の欠席の届け出について新たに規定するものでございます。内容といたしまし

て、第２条第２項、議員が出産のため出席できないときには、日数を定めあらかじめ議長

に欠席届を提出することができるを加えるものでございます。 

 以上、提案の理由並びに説明といたします。御議決いただきますようお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○井上議長 これより本案に対する質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 ほかにないようですので、これにて本案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５１号につきましては、会議規則第３８条第３項の規定により本会議で議決する

ことに異議ございませんか。 
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            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、議案第５１号につきましては本会議で議決す

ることに決しました。 

 これより議案第５１号に対する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第５１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第５、議案第５２号千早赤阪村個人情報保護条例の改正についてを

議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第５２号は、千早赤阪村個人情報保護条例の一部改正についてでござい

ます。 

 本議案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

施行に伴い、同法第３１条の規定に基づき保有特定個人情報の利用及び提供の制限、開示

請求等について必要な措置を講ずるため、番号法の趣旨に沿った規定整備を行うものでご

ざいます。よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げ、提案の理由並びに

説明といたします。 

○井上議長 これより本案に対する総括質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する総括質疑を終結いたします。 

 議案第５２号につきましては、会議規則第３８条第１項の規定により総務民生常任委員

会に付託いたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○井上議長 議事日程第６、議案第５３号職員の退職手当に関する条例の改正についてを

議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第５３号は、職員の退職手当に関する条例の一部改正についてでござい

ます。 

 本議案は、被用者年金制度の一元化による法律改正により、傷病の定義に根拠となる法

律が変更となるため条例改正するものでございます。よろしく御審議の上、御議決賜りま

すようお願い申し上げ、提案の理由並びに説明といたします。 

○井上議長 これより本案に対する総括質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する総括質疑を終結いたします。 

 議案第５３号につきましては、会議規則第３８条第１項の規定により総務民生常任委員

会に付託いたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第７、議案第５４号千早赤阪村手数料条例の改正についてを議題と

いたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第５４号は、千早赤阪村手数料条例の一部改正についてでございます。 

 本議案は改正内容として、まず１点目は社会保障・税番号制度、いわゆるマイナンバー

制度施行に伴う個人番号通知カード、個人番号カードの再交付手数料の新設及び住民基本

台帳カードの交付手数料の廃止でございます。 

 次に２点目は、６市町村で共同処理を行っている介護保険法に定める事業所の指定、更

新等の手数料について、受益者負担等の観点から新設するもので、いずれも所要の条例改

正を行うものでございます。よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げ、

提案の理由並びに説明といたします。 

○井上議長 これより本案に対する総括質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する総括質疑を終結いたします。 

 議案第５４号につきましては、会議規則第３８条第１項の規定により総務民生常任委員

会に付託いたします。 
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            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第８、議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第

３号）についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第５５号は平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）につい

てでございます。 

 本議案は歳入歳出それぞれ８，４３１万１，０００円を追加いたしまして、予算総額を

３１億１，１９８万６，０００円とするものでございます。 

 主な内容でございますが、平成２６年度繰越金の確定に伴います財政調整基金への積立

金や、奉建塔周辺の土地購入経費及び子ども・子育て支援制度への移行に伴う保育所運営

経費の予算組み替えなどの費用を補正するものでございます。よろしく御審議の上、御議

決賜りますようお願い申し上げ、提案の理由並びに説明といたします。 

○井上議長 これより本案に対する総括質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する総括質疑を終結いたします。 

 議案第５５号につきましては、会議規則第３８条第１項の規定により総務民生常任委員

会並びに文教建設常任委員会にそれぞれ所管の項目を分割付託いたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第９、議案第５６号大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更

及びこれに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議についてを議題といたしま

す。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第５６号は、本村、四條畷市及び太子町との大阪広域水道企業団で検討

協議を進めてまいりました中で、平成２７年７月３０日に開催された大阪広域水道企業団

第１回首長会議において統合素案について審議され、全会一致で統合案として承認された

ことを受け、大阪広域水道企業団共同処理する事務に本村、四條畷市及び太子町に係る水

道事業の経営に関する事務を追加するとともに、大阪広域水道企業団規約を変更するもの

でございます。 

 内容につきましては担当より説明いたしますので、よろしく御審議の上、御議決賜りま

すようお願い申し上げ、提案の理由といたします。 
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○井上議長 詳細説明を松本理事。 

○松本理事 議案第５６号大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う

大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議について、概略説明を申し上げます。 

 本議案は、本村水道事業と大阪広域水道企業団との統合に関したものでございます。本

村、四條畷市及び太子町と大阪広域水道企業団で平成２６年４月２２日に水道事業の統合

に向けての検討、協議に関する覚書を締結し、検討協議を進めてまいりました中で、本年

７月３０日に開催された大阪広域水道企業団第１回首長会議において、企業団と３団体が

統合した場合の将来の経営状況、事業運営体制及び統合メリット等を取りまとめた統合素

案並びに企業団との統合を促進するため制度創設及び企業団との統合する際の４２市町村

共通の条件について審議され、全会一致で統合案として承認されました。また、本村にお

きましても企業団との統合に関して住民説明会、水道事業ビジョンのパブリックコメント

を６月に実施し、６月の議会におきまして統合を進める旨を御説明させていただいたとこ

ろでございます。 

 この統合素案をもとに、本村、四條畷市及び太子町の水道事業を平成２９年４月より企

業団で実施するため、大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びそれに伴う大阪

広域水道企業団規約の変更を行うものでございます。また、企業団議員定数につきまして

も、統合する３市町村に議席を配分するため、３議席を追加し３３議席にするものでござ

います。本議案は、企業団の構成団体である府内の４２市町村の議会で審議する必要があ

ります。９月の議会におきまして、統合する３市町村におきまして先行審議を行い、１２

月の議会で残り３９市町に御審議していただくこととなっております。 

 今後の予定といたしましては、１月に企業団と協定を締結し、その後、本村水道事業を

平成２９年３月末で廃止する議案を御審議いただく予定でございます。 

 以上、簡単でありますが概略説明とさせていただきます。 

○井上議長 これより本案に対する質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５６号につきましては、会議規則第３８条第３項の規定により本会議で議決する

ことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、議案第５６号につきましては本会議で議決す

ることに決しました。 
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 これより議案第５６号に対する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本件に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第５６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１０、議案第５７号動産の取得についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第５７号は、軽四輪駆動消防車トラックタイプ千早赤阪村消防団仕様の

購入に伴い、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第３条の規定により７００万円以上の動産の取得について議会

の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては担当より説明いたしますので、よろしく御審議の上、御議決賜りま

すようお願い申し上げ、提案の理由といたします。 

○井上議長 詳細説明を中野総務課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 それでは、議案第５７号動産の取得につきまして御説明を

申し上げます。 

 取得する動産は、軽四輪駆動消防車トラックタイプ２台でございます。 

 契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。この指名競争入札につきまして

は、６月２６日に９業者を指名し７月２１日入札を実施しました。開札の結果、落札候補

者について審査を行い、２８日付で仮契約を締結いたしました。 

 取得金額は８５８万８，１６０円。 

 取得の相手方は大阪府阪南市鳥取４６４番地の４、有限会社阪南防災代表取締役中村 

能治でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○井上議長 これより本案に対する質疑に入ります。 

 浅野議員。 

○浅野議員 今説明いただきましたトラックタイプ２台ですけれども、どこに配備される

予定ですか。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 桐山地区と上東阪地区の２地区でございます。 

○井上議長 浅野議員。 

○浅野議員 今現在、その消防車なんですけど、もうどのぐらい経過しているわけです

か。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 まず、桐山地区でございますが、平成６年に購入しまして

２１年経過しております。上東阪地区につきましては平成４年に購入しておりまして、２

３年が経過しております。 

 以上でございます。 

○井上議長 ほかにございませんか。 

 関口議員。 

○関口議員 今回、桐山と上東阪地区、それから既に何件かやってる思うんです、更新、

ほかにも。今後、各地区の状況、今後の計画などをお尋ねします。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 各地区につきましては、今後順次入れかえました後、残っ

ております、ちょっと書類を見まして、また後日説明させていただきますが、今残ってお

ります分団と、あと本部の指令車につきましては今後順次更新を予定しております。 

 以上でございます。 

○井上議長 ほかにございませんか。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 ほかにないようですので、これにて本案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５７号につきましては、会議規則第３８条第３項の規定により本会議で議決する

ことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって議案第５７号につきましては本会議で議決する

ことに決しました。 
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 これより議案第５７号に対する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第５７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１１、報告第４号平成２６年度健全化判断比率についてから、議

事日程第１９、議案第６４号平成２６年度千早赤阪村水道事業会計決算認定についてまで

の報告２件及び決算認定７議案を会議規則第３６条の規定により一括議題といたします。 

 監査委員を代表して監査結果報告をお願いいたします。 

 浅野監査委員。 

○浅野議員 ８月７日に実施をいたしました平成２６年度監査結果を監査委員を代表いた

しまして報告をいたします。 

 今お手元に意見書を配付しておりますが、平成２６年度一般会計、特別会計及び水道事

業会計と合わせまして、健全化判断比率、資金不足比率の審査を行いましたが、いずれも

適正であると認めました。なお、監査委員の合議により、意見書としてまとめましたので

参考にしていただければと思います。 

 簡単ではありますが、以上で報告といたします。 

○井上議長 次に、報告第４号平成２６年度健全化判断比率について及び報告第５号平成

２６年度資金不足比率についての報告を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 ただいま一括上程されました報告第４号及び報告第５号平成２６年度健全化

判断比率並びに資金不足比率の報告についてでございます。 

 本件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２

２条第１項の規定により報告いたすものでございます。 

 内容につきましては担当より説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 
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○井上議長 詳細説明を菊井人事財政課長。 

○菊井人事財政課長 それでは、報告第４号平成２６年度健全化判断比率及び報告第５号

平成２６年度資金不足比率について御報告申し上げます。 

 まず初めに、報告第４号の平成２６年度健全化比率について公表が義務づけられており

ます４指標につきまして御報告申し上げます。 

 それぞれの指標が算定されてない場合につきましては横バーで表示しております。ま

た、括弧内の数字につきましては早期健全化基準を記載しております。 

 それでは、それぞれの指標の算定結果を御説明申し上げます。３枚目の裏面の総括表②

をごらんください。 

 まず、実質赤字比率でございますが、これは一般会計を対象とした赤字額の標準財政規

模に対する比率でございまして、決算額が黒字となっておりますのでマイナス４．６２と

なっております。これは黒字ということをあらわしております。 

 次に、連結実質赤字比率でございますが、これは全会計を対象とした赤字額の標準財政

規模に対する比率でございまして、全会計とも赤字がなく連結実績赤字比率はマイナス１

４．１１となり、赤字が算定されてないので前ページの総括表の①実質赤字比率と連結実

質赤字比率につきましては横バー表示で記載しております。 

 次に、次のページの総括表の③中段右端の実質公債費率でございますが、これは元利償

還金及び元利償還金に準ずる一部事務組合等の負担金、これらに対する標準財政規模に対

する比率でございまして、過去３カ年平均をしたもので比率としまして１３．１％とな

り、昨年度の比率１５．３％より２．２％改善いたしました。この比率が１８％以上の場

合は起債発行の許可団体となり、２５％以上となれば早期健全化団体となりますが、これ

につきましても基準内でございます。 

 最後のページの総括表の④でございますが、これは将来負担比率でございます。将来負

担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率でございまして、地方債残高、公営企

業への繰り出し見込み額、また退職手当の負担、将来負担額などを計算したもので、比率

として１７．７％となりました。早期健全化の基準が３５０％となっておりますので、こ

れにつきましても基準内となったものでございます。 

 結果といたしまして、４指標いずれの比率につきましても早期健全化の基準を超えなか

ったということになっております。 

 続きまして、報告第５号平成２６年度資金不足比率について御報告申し上げます。 

 これは、公営企業ごとの資金不足の事業規模に対する比率でございます。いずれの企業

につきましても資金不足が発生していないということでございますので、資金不足比率に
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つきましては算定されてないことから、横バー表示となっております。 

 以上、簡単ではございますが御報告とさせていただきます。よろしくお願い申し上げま

す。 

○井上議長 これより報告第４号及び第５号に対する質疑に入ります。 

 清井議員。 

○清井議員 えらい基本的なことをお聞きして申しわけないんですけども、例えば総括表

３、これは実質公債費比率の計算式というか、いろんな数字が並んでるわけですけども、

公債費率っていうのは、元利償還金を標準財政規模で割るっていうようなふうに認識して

るんですけども、例えばまず上段、①元利償還金の額、これも実は決算書の数字とちょっ

と平成２６年の場合、決算書では４億２，６００万円とかになってるんですけども、その

辺がなぜこういう数字になるのか。そして②以下はこれは補正であったり、調整であった

り、修正であったりということで、これはわかるんです。そして、そのこの表には標準財

政規模の負債がない上で、平成２６年度実質公債費比率１１．０２となってあるんですけ

れども、どの数字を標準財政規模で割ったのか、この表ではなかなか理解しにくいんです

が、こんなことを聞くのも逆に恥ずかしいんですけども、一応説明してください。 

○井上議長 菊井課長。 

○菊井人事財政課長 実質公債費率につきましては、今言っていただきましたように一般

会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金を標準財政規模に対する比率でございまし

て、計算式で言いましたら地方債の元利償還金プラス準元利償還管金から特定財源とまた

基準財政収入額を引いたものを分子としまして、分母のほうが標準財政規模で割った分を

各年度出して、その３カ年平均ということになるんですけど、計算式はそれでございます

が、実際、標準財政規模もここでは載せておりませんので、細かい計算の方法につきまし

てまたこの場でお答えできませんので、また改めて御説明させてもらいます。申しわけご

ざいません。 

○井上議長 清井議員。 

○清井議員 わかりました、多分そういうことやと思います。 

 それで、総括表④には、一定の将来負担比率１７．７が出てくるその数字が、分子側に

は将来負担額に対する調整額があって、分母側には歳入公債費等の調整があってというふ

うに、こういうきちっとした計算式があるわけですね。こういうのを見ると何となく理解

するんですが、公債費率のほうにはそういった形の表示がないもんですから、また次回改

善的にやれば、よろしくお願いします。 

 以上です。 
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○井上議長 ほかにございませんか。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて質疑を終結いたします。 

 次に、議案第５８号から議案第６４号の決算認定７議案について提案者の説明を求めま

す。 

 松本村長。 

○松本村長 ただいま一括上程されました議案第５８号から議案第６４号は、平成２６年

度千早赤阪村一般会計及び各種特別会計並びに水道事業会計につきまして決算認定をお願

いするものでございます。地方自治法第２３３条第２項の規定並びに水道事業につきまし

ては、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、去る８月７日に決算監査をお願い

いたしまして、その結果につきましては、ただいま代表として浅野議員より報告いただい

たとおりでございます。 

 細部につきましては、後ほど別冊の平成２６年度決算概要実績報告書で御説明いたしま

すが、私のほうから総括的な説明を会計ごとに申し上げます。 

 まず、議案第５８号の一般会計歳入歳出決算でございますが、歳入合計が３１億１，１

１２万３，０００円。歳出合計が２９億６，９４７万４，０００円で、差し引き１億４，

１６４万９，０００円は翌年度へ繰り越すものでございます。 

 まず、歳入についてでございますが、村税につきましては前年度と比較し１，２２５万

８，０００円、率にいたしまして２．３％減少し、５億３，３２５万４，０００円となり

ました。また、徴収率につきましては０．５％増の９７．２％となっております。 

 次に、地方交付税でございますが、普通交付税については地域の元気創造事業費が新た

に創設され、これに伴い本村のこれまでの行革の取り組みが評価され、前年度より１，６

９７万１，０００円ふえ、総額で１３億２，１４４万８，０００円となりました。 

 次に、国庫支出金については、臨時福祉給付金補助金、子育て世帯臨時特例給付金補助

金や、地域住民生活等緊急支援交付金などにより５，９１７万６，０００円増加いたしま

した。府支出金については大阪府安心こども基金特別対策事業補助金や、市町村振興補助

金などにより２，２０８万１，０００円の増加となりました。また、繰入金でございます

が、本年度も引き続き基金の取り崩しは行っておりません。村債については、昨年４月に

過疎地域指定を受け、新たに過疎対策事業債８，５６０万円がふえるなどにより、全体で

８，３０７万１，０００円の増加となりました。一方、歳出につきましては経常的なもの

を除く主な事業を款ごとに申し上げ、説明にかえさせていただきます。 

 まず、総務費ではいわゆるマイナンバー制度に対応する住民基本台帳システム等の整
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備、情報セキュリティー対策として職員用パソコンの購入などを行いました。また、剰余

金を財政調整基金に積み立てました。 

 民生費では、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の支出を行いました。 

 児童福祉施策では、子ども・子育て支援システムの導入を初め、子ども・子育て支援事

業計画を策定いたしました。 

 衛生費では、任意予防接種費用の助成や各種保険事業、上水道施設の整備、直営診療所

に対する繰り出しなどを行いました。 

 農林水産業費では、農地台帳システムのデジタル化や、森林環境保全整備事業、森林整

備地域活動計画作成事業に対する補助を拡充いたしました。 

 商工費では、観光広告宣伝事業で南海電鉄との協力による金剛山イベントの開催、地域

グルメ、お土産事業による新製品の開発、観光ポスター及び新規ウオーキングマップの制

作に係るＰＲ活動を行いました。 

 土木費では、下水道事業特別会計への繰り出しや、持続可能な交通事業体型を検討する

ために、公共交通協議会の設置を行い、総合交通計画の策定を行いました。 

 消防費では、災害時に対応するための車載無線機の購入を初め、防災行政無線のデジタ

ル化や消防団用簡易業務無線機を整備いたしました。 

 次に、教育費では千早小吹台小学校の校舎耐震補強工事や、オーストラリアへの中学生

の海外派遣事業を行いました。 

 以上が歳入歳出の概要でございますが、決算収支の状況といたしましては実質収支では

黒字を堅持し、単年度収支、実質単年度収支とも黒字となりました。また、自治体の財政

状況を示す４指標に当てはめても、実質赤字比率や連結実質赤字比率は黒字決算のために

該当せず、実質公債費比率は前年度の１５．３％から１３．１％に改善されており、将来

負担比率についても前年度の３８．６％から１７．７％になるなど、本村の財政状況はお

おむね健全な状況となっています。しかしながら、その一方で村税などの自主財源は歳入

全体の２４．２％しかなく、地方交付税や国府支出金など依存財源に頼らざるを得ない状

況が続いており、財政力指数は３カ年平均で０．３２７と低く、決して楽観視できるもの

ではありません。引き続き行財政改革に取り組むとともに、選択と集中による事業展開を

行ってまいるつもりでございます。 

 以上が一般会計の決算概要でございます。 

 続きまして、議案第５９号千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算概要でござい

ます。 

 まず、事業勘定の歳入決算額は前年度に比べ５．８％ふえ９億９，５４３万２，０００
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円で、歳出決算額は前年度に比べ２．８％ふえ９億９，１０６万９，０００円となってお

り、差し引き８，６２６万３，０００円は翌年度に繰り越します。 

 歳入の主な増減要素につきましては、前期高齢者交付金、前々年度分精算交付金や繰越

金などが増加し、国庫支出金や療養給付費交付金などが減少しております。 

 次に、歳出についてでございますが、保険給付費や共同事業拠出金などが増加し、諸支

出金などが減少しております。 

 続きまして、直営診療施設勘定の歳入歳出決算概要でございます。 

 歳入の決算額は１，１７８万１，０００円で、歳出は１，１６２万円となっておりま

す。また、受診者につきましては６，０６７人で、前年度に比べ３０８人、４．８％減少

をしているところでございます。 

 次に、議案第６０号平成２６年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決算概要でござ

います。 

 歳入の決算額では、被保険者数の増加による保険料や、保険給付費の増加に伴う国庫支

出金、府支出金、繰入金などにより、前年度と比較して５．８％増加し６億４，０１７万

円となっています。 

 また、歳出については前年度と比較しても５．７％増加し６億３，０４９万７，０００

円となっており、差し引き９６７万３，０００円につきましては翌年度に繰り越します。 

 次に、議案第６１号平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算概要

でございます。 

 歳入決算額は８，８５７万１，０００円で、その主なものは保険料が６，７１６万３，

０００円、一般会計繰入金２，１１４万９，０００円などでございます。 

 歳出決算額については８，８３８万１，０００円で、そのほとんどが後期高齢者医療広

域連合納付金となっており、歳入から歳出を差し引き、１９万円は翌年度へ繰り越しま

す。 

 次に、議案第６２号平成２６年度千早赤阪村下水道事業特別会計決算概要でございま

す。 

 歳入歳出決算額はそれぞれ２億２，０２３万２，０００円となっており、歳入決算額の

主な内容でございますが、平成２６年度供用開始した桐山地区の一部１４９ヘクタール及

び分割納付に対する受益者負担金を初め下水道使用料、国庫補助金、一般会計からの繰入

金、村債などでございます。 

 次に、歳出についてでございますが、人件費使用料徴収事務委託料など下水道総務費を

初め下水道建設費、施設維持管理委託料及び流域下水道維持管理負担金など下水道管理
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費、公債費でございます。なお、平成２６年度末までの整備面積は２００．０１ヘクター

ルで、全体計画面積３７１ヘクタールのうち５３．９％となっております。普及率は７

４．９％、水洗化率は８７．６％となりました。 

 次に、議案第６３号平成２６年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計決算概要でござい

ます。 

 歳入決算額につきましては、索道事業収入繰越金、指定管理者納付金等の諸収入及び基

金の利子である財産収入で９，２５１万６，０００円となっております。 

 歳出決算額につきましては、総務費、観光事業費、宿泊事業費、公債費及び基金費で

７，２４３万７，０００円となっており、観光事業費のうち索道事業費については施設整

備関係でロープウェイ鋼製支柱塗装工事と毎年実施している曳索、平衡索切り詰め工事を

行いました。 

 歳入から歳出を差し引いて２，００７万９，０００円につきましては翌年度に繰り越す

ものでございます。 

 次に、議案第６７号平成２６年度千早赤阪村水道事業会計決算概要でございますが、平

成２６年度末における業務状況は、給水人口５，６８７名、給水戸数は２，４０５戸とな

っており、前年度に比べまして給水人口で１１１人、また給水戸数で７戸の減少となって

います。こうした状況により、年間配水量は７３万５，２７６立方メートル、年間有収水

量５９万３，９３２立方メートルで、前年度に比べ５．２％の減となりました。 

 次に、財政状況につきましては、営業関係の総収益で１億５，０９８万８，１８０円

と、前年度に比べ５％の減少をいたしました。一方、総費用でも１億５，８６３万７，３

６９円となり、前年度に比べ３．２％減少しているものの、差し引きで７６４万９，１８

９円の純損失が生じています。前年度からの繰越欠損金、その他未処分利益剰余金変動額

及び純損失の合計１，７３０万２，１９８円は当年度未処分欠損金として翌年度に繰り越

すものでございます。 

 次に、資本的収支決算の資本的収入額は企業債、工事負担金、一般会計からの出資金、

国庫補助金で３，０６６万５，９０１円となりました。また、資本的支出額は千早浄水場

更新実施設計業務、老朽管の更新工事などで６，２３８万７，８７８円となりました。 

 決算の概要は以上の通りでございます。今後とも厳しい経営環境の中、各種事業を推進

しながら経費節減に努め、水道水をより安定的に供給できるように努力してまいります。 

 以上が一般会計、各種特別会計並びに水道事業会計の平成２６年度歳入歳出決算の概要

でございます。よろしく御審議を賜りまして御認定いただきますようお願い申し上げ、提

案の理由といたします。 
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○井上議長 これより７議案に対する総括質疑に入ります。 

 関口議員。 

○関口議員 ただいま上程されました平成２６年度決算について、日本共産党議員団を代

表して総括質問をいたします。 

 平成２６年度決算は積立金残高の大幅な増加、経常収支比率、公債費率の減少など、村

財政は前年度と比べ安定していると思われます。特に積立金残高は対前年比２６．５％の

増加で１３億７，４４７万２，０００円になりました。積立金の今後の使途について伺い

ます。 

 次に、村の人口増加策について伺います。村の人口は今後の村政運営に大きく影響しま

す。昨年の出生数は１５人で、今後の学校運営にも影響が出ることから心配されていると

ころでございます。ことしは国勢調査が実施され、その数字は今後５年間の村の地方交付

税に影響し、村の財政運営にも大きく影響が出てきます。第４次総合計画で１０年後の人

口は約５，４００人程度になると推計しております。平成２６年度決算概要では５，７１

５人で、ことし７月末現在では５，６５０人と人口は減り続けております。第４次総合計

画を策定した平成２３年の村人口は６，０３８人で、６，０００人を維持することを目標

としておりました。このままでは、平成３２年に５，４００人程度になると推計しており

ますが、それよりも早い時期に５，４００人になるのではないか、心配の声が出ておりま

す。子育て支援策や空き家住宅補助事業、村活性化のための交流人口増加策など、一定努

力しているものの、その効果は見えません。人口増加に向けた対策が急がれます。今後の

対策について伺います。 

 次に、新庁舎建設について伺います。庁舎建設検討委員会の答申を受け、くすのきホー

ルを解体し新庁舎を建設するという村の基本方針が８月の広報に掲載されました。住民の

間にはくすのきホールの解体について、建設から２２年しかたっていないホールを壊すこ

とについてもったいないという声も出ております。現庁舎は府道沿いにあり、路線バスも

あり、住民にとっては利用しやすい位置にありました。くすのきホールへのアクセス道路

はどうなるのか、財政的に将来に負担を残すのではないかなど心配の声も出ております。 

 以上について御回答よろしくお願いいたします。 

○井上議長 松本村長。 

○松本村長 平成２６年度に係る総括質疑について御答弁申し上げます。 

 まず、積立金の今後の使途でございますが、財政調整基金については平成１７年度末で

は１億円と危機的な状況でしたが、行財政改革の断行により平成２６年度決算では３億

２，０００万円を積み立て、１３億７，０００万円まで上乗せすることができました。そ
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の一方で村税が毎年減少するなど自主財源は乏しく、決して楽観できるものではありませ

ん。今後とも住民サービスの向上を図るため、過疎対策事業債や国等の補助金、交付金を

最大限活用するとともに、事業実施手法に工夫を凝らしながら財政調整基金の有効利用を

図り、安定的な財政運営に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、人口増加対策でございますが、昨年度、過疎地域自立促進計画を策定し、さまざ

まな事業に取り組んでいるところです。また、今年度は国の地方創生の動きを受け、地域

活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用し、新規転入者の受け皿となる空き家情報

バンク制度や、空き家活用補助制度を創設するとともに、村の人口ビジョン、総合戦略に

ついても有識者の御意見を伺いながら策定する予定でございます。 

 新庁舎の建設についてでございますが、災害対策の拠点施設として、また村民の利便性

の向上を図るため、くすのきホール及び郷土資料館を撤去し、その跡地を活用して新庁舎

を建設する予定で、現在計画を進めているところでございます。新庁舎建設に当たって

は、くすのきホール及び郷土資料館の老朽化が激しく、現状のまま維持した場合、維持管

理に膨大な経費が必要となることや、また非効率な施設運営となっている現状等を勘案

し、小さな村の庁舎として身の丈に合った施設となるよう、両施設の機能を取り込んだ新

庁舎の基本設計に現在取り組んでいるところでございます。また、アクセスにつきまして

は現在検討を進めている新たな公共交通システムや、今年度策定予定の村道整備計画とも

整合性を図りながら検討を進めてまいりたいと思います。 

 以上、答弁といたします。 

○井上議長 関口議員。 

○関口議員 御答弁いただきました中で、積立金については残高はふえたものの、今後も

安心できるものではないので、慎重に使いたいというような答弁でございましたけれど

も、この１３億円が新庁舎建設に使われてしまうのではないかという不安もあります。そ

うした中で積立金については庁舎建設以外にも、今後の人口増加策や子育て施策などに使

われなくてはならないと思いますので、その点、この額が全て庁舎に行ってしまうのでは

ないかという不安を取り除いていただきたいと思います。 

 それから、空き家住宅など取り組んでいただいておりますけれども、村のホームページ

を見まして、空き家住宅情報のところを見ましたら１件の情報がアップされているのみな

んです。ところが、小吹台を初め水分や森屋などでは業者ののぼりがたくさん立っており

ますよね、前の家もそうですけれども。そうした情報も不動産会社と協議して村のホーム

ページにアップされたら、ホームページを見てこんなところもあるから一遍問い合わせて

みようかという気になるのではないかなと思うんです。今の空き家情報はたった１件だけ
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ですので、それを見て問い合わせようかなという気にはならないのではないかと思いま

す。ですので、そうした工夫もやられるべきではないかと思います。 

 最後に、庁舎の件ですけれども、ここの庁舎がもう古いとか、急傾斜地であることと

か、分散しているとか雨漏りがいろいろとかというふうなことを言われておりますけれど

も、分散しているという件については私はそうは思いません。そして、一方くすのきホー

ルは地すべり危険地域だということが基本方針の中に載っておりました。これらの疑問に

答えるために、住民の説明会をやっていただきたいと思いますが、そうした件についてお

尋ねいたします。 

○井上議長 松本村長。 

○松本村長 先ほど、基金を全て庁舎建設に使うというふうな御心配ということでござい

ましたが、もちろん庁舎及びその他につきましては、補助金その他の、まだ今交渉中でも

ございますし、１３億円全部使う気はございません。恐らくまた基金が少なくなれば非常

に大変なことでもございますし、できるだけ基金を残しながらやっていきたいと、またそ

ういうふうに考えております。 

 また、空き家住宅につきましても１件しか載ってないというところでございますが、な

かなか住民の皆さんが空き家で貸しましょうというふうな話が出てこないで、できるだけ

売りたいというふうなところでございましょうし、業者さんのニーズをそのまま果たして

出していいのかということで、また庁内で検討したいと思います。 

 また、説明会を早く実施したらどうかということでございますが、住民の皆さんにお示

しできる内容についてはとりあえず８月号の広報で示しました。また、現在基本設計を行

うための業者設定作業を行っているところであり、基本内容をお示しできる段階になれば

住民の皆さんに広報紙や説明会を開催し、その中で庁舎機能についての御意見をお伺いし

ながら実施設計に反映してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○井上議長 ほかにございませんか。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する総括質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５８号から議案第６４号までの７議案については、７人の委員で構成する決算特

別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いますが、これに異議あり

ませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 
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○井上議長 異議なしと認めます。よって、議案第５８号から議案第６４号までの７議案

については、７人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査するこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第７条第

１項の規定により議長が会議に諮って指名することになっておりますが、本特別委員会は

全員の議員をもって構成する特別委員会でありますので、議長からの指名を省略したいと

思いますが、これに異議ありませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、議長からの指名を省略することにし、全員の

議員を決算特別委員会委員に選任することに決しました。 

 次に、ただいま選任されました決算特別委員会の委員長及び副委員長は、委員会条例第

８条第２項の規定により、委員会において互選することになっております。ここで休憩に

入り、議長室で決算特別委員会の開催を願い、正副委員長の互選を願います。 

 ただいまから休憩に入り、１１時３０分から再開いたします。 

            午前１１時０９分 休憩 

            午前１１時２７分 再開 

○井上議長 休憩に引き続き会議を開きます。 

 決算特別委員会の正副委員長の互選の結果を事務局長より報告させます。 

○松村議会事務局長 御報告申し上げます。 

 決算特別委員会委員長に田中議員、副委員長に井上議員。 

 以上でございます。 

○井上議長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じ、散会いたします。 

 なお、決算特別委員会はあす９月２日の午前１０時から開会いたしますので、よろしく

お願いします。 

 どうも皆さん御苦労さまでした。 

            午前１１時２８分 散会 
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平成２７年第３回千早赤阪村議会定例会会議録（第２号） 

 

１． 招集年月日 

   平成２７年９月１８日 

２． 招集の場所 

   千早赤阪村役場 二階議事堂 

３． 出席議員        

   １番  井 上 昭 司         ２番  関 口 ほづみ 

   ３番  徳 丸 幸 夫         ４番  浅 野 利 夫 

   ５番  清 井   浩         ６番  田 中 博 治 

   ７番  山 形 研 介 

４． 欠席議員 

   な   し 

５． 職務のため議場に出席した者の職氏名 

   局    長  松 村 典 英     主    査  井ノ本 純 一 

６． 地方自治法第１２１条により、説明のため出席した者の職氏名 

   村    長  松 本 昌 親     副  村  長  吉 田 裕 彦 

   教  育  長  矢 倉 龍 男     人事財政課長  菊 井 佳 宏 

           中 野 光 二     住 民 課 長  池 西 昌 夫 

   健康福祉課長  和 田 博 幸     健康福祉課参事  西 口 美 和 

   まちづくり課長  森 田 洋 文     理    事  高 橋 昭 二 

   施設整備課長  赤 阪 秀 樹     理    事  西 川 浩 和 

   理    事  松 本 賢 一     教 育 課 長  北 浦 秀 明 

   教育課参事  近 藤 和 浩 

７． 議事日程        

   日程第 １ 議案第５２号 千早赤阪村個人情報保護条例の改正について（委員長

報告） 

   日程第 ２ 議案第５３号 職員の退職手当に関する条例の改正について（委員長

報告） 

   日程第 ３ 議案第５４号 千早赤阪村手数料条例の改正について（委員長報告） 

   日程第 ４ 議案第５５号 平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）

について（委員長報告） 

会計管理者兼 
総 務 課 長 
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   日程第 ５ 議案第５８号 平成２６年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定に

ついて（委員長報告） 

   日程第 ６ 議案第５９号 平成２６年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について（委員長報告） 

   日程第 ７ 議案第６０号 平成２６年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について（委員長報告） 

   日程第 ８ 議案第６１号 平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について（委員長報告） 

   日程第 ９ 議案第６２号 平成２６年度千早赤阪村下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について（委員長報告） 

   日程第１０ 議案第６３号 平成２６年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計歳入

歳出決算認定について（委員長報告） 

   日程第１１ 議案第６４号 平成２６年度千早赤阪村水道事業会計決算認定につい

て（委員長報告） 

   日程第１２ 議案第６５号 平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第４号）

について 

   日程第１３ 議案第６６号 平成２７年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）について 

   日程第１４ 報告第 ６号 専決処分（工事請負契約の変更締結）の報告について 

   日程第１５ 次期議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関す

る事項について 

   日程第１６ 過疎地域自立促進特別委員会の閉会中の所管事務調査について 

   日程第１７ 一般質問 
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            午前１０時００分 開議 

○井上議長 皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員は７名でございます。定足数に達しておりますので、平成２７年第

３回千早赤阪村議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 日程第１、議案第５２号から日程第４、議案第５５号までの４議案につきま

しては、９月１日の本会議において総務民生、文教建設所管の常任委員会に付託しており

ます。 

 まず、総務民生常任委員長より委員会の審査の経過及び結果について順次報告をいただ

き、委員長報告に対する質疑を行います。引き続き、文教建設常任委員長より委員会の審

査の経過及び結果について報告をいただき、委員長報告に対する質疑を行い、１議案ごと

に討論、採決を行います。 

 次に、日程第５、議案第５８号から日程第１１、議案第６４号までの７議案につきまし

ては、９月１日の本会議において決算特別委員会に付託いたしております。決算特別委員

長より委員会の経過報告及び結果について順次報告をいただき、委員長報告に対する質疑

を行い、１議案ごとに採決を行います。 

 それでは、議案第５２号千早赤阪村個人情報保護条例の改正について、議案第５３号職

員の退職手当に対する条例の改正について、議案第５４号千早赤阪村手数料条例の改正に

ついて、議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）の総務民生所

管分についての４議案について、総務民生常任委員長の報告を求めます。 

 関口委員長。 

○関口総務民生常任委員長 それでは、総務民生常任委員会報告を行います。 

 去る９月１日の本会議において付託を受けました議案４件の審査を行うため、９月７日

午前１０時から松本村長ほか関係職員の出席を求め、委員５名全員出席のもとに開催をい

たしました。 

 初めに、議案第５２号千早赤阪村個人情報保護条例の改正について審査の結果を報告い

たします。 

 審議においては番号法施行により、本村の個人情報保護が後退することはないのかの問

いに、今回の改正は従来の個人情報の保護措置に加え、新たに、より厳格な保護措置を追

加するもので後退するものではない。 

 第７条の２の２項で本人の同意を得ることが困難であるときとは、具体的にはどのよう
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なときかとの問いに、認知症などで本人の意思が確認できない場合や、事故などで意識が

ないときなどですが、あくまでも目的外利用できるのは条例に記載のとおり人の生命、身

体または財産の保護のため必要なときでやむを得ない場合に限定している。 

 マイナンバーの名称はわかってきたが、この制度の目的と何が変わるのかとの問いに、

マイナンバー制度は行政の効率化、公正、公平な社会を築く制度で、これにより申請時に

必要な行政への証明書の提出がシステムの連携により不要になり、より正確に事務が進め

られる。 

 情報漏れとかシステムのセキュリティーを今後どのように行うのかとの問いに、システ

ム面ではインターネット回線とは別の回線を使用し、職員の意識向上のための研修を行

う。 

 このシステムのサーバーの設置場所はどこかとの問いに、村のサーバーは電算室に設

置、中間サーバーは別途国が設置する。 

 また、認知症等の方のマイナンバー通知書の確認はどのように行うのかとの問いに、認

知症の方には後見人から委任状をいただき発行する。個人番号カードを役所へ取りに来ら

れない人の対応は委任状を持った代理人に発行する。 

 マイナンバー制度の実施により、資格の厳格化などなされるのが今まで脱税や生活保護

費の不正受給などは本村であったのかとの問いに、生活保護費の不正受給はない。 

 個人情報の漏えい、成り済ましなどいろいろ問題を指摘する声があるが、担当課として

実施を延期する予定はあるのかとの問いに、特定個人情報の分散管理や情報提供するとき

は法律あるいは条例の中で限定的に規定する。成り済まし防止のための本人確認を徹底的

に行う。法律により実施されるので粛々と制度導入に努めていきたい。 

 マイナンバーの通知書の受け取りを拒否できるのか、またこれまでの住基カードとの違

いと今までの交付件数はとの問いに、１０月に送付する番号通知は全国民に送付するので

受け取っていただきたい。そのとき、同封の申請により個人番号カードが作成される。住

基カードは申請により発行し、全員持っていないが、個人番号カードができた時点で返納

していただく。 

 このカードに村としてどのような内容の情報を入れる予定かとの問いに、今後税情報や

雇用保険、年金の情報などということです。 

 また、マイナンバー制度導入に伴う村の情報システムの改修状況はとの問いに、法律で

個人情報を行政が取り扱うときに十分保護措置がなされていると事前に宣言するための作

業中で、作業終了後システム改修を行う。 

 マイナンバー、個人番号カードに国民健康保険証などは組み込まれるのかとの問いに、
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国民健康保険や社会保険についても詳細については決定していない。 

 慎重審議の結果、全員異議なく議案第５２号は本会議において原案どおり可決すべきも

のと決しました。 

 次に、議案第５３号職員の退職手当に関する条例の改正について審査の結果を報告いた

します。 

 審議においては、１０月に共済年金が厚生年金に統一されるが公務員の職域加算分、ま

た一元化の改正どうなるのかの問いに、厚生年金の制度になるとのことでした。 

 以上、慎重審議の結果、全員異議なく議案第５３号は本会議において原案どおり可決す

べきものと決しました。 

 次に、議案第５４号千早赤阪村手数料条例の改正について審査の結果を報告いたしま

す。 

 審議においては個人番号通知カード交付５００円と個人番号カードの再交付８００円と

の違いはとの問いに、個人番号通知カードは紙製で、個人番号カードはプラスチック製で

ＩＣチップが内蔵されているものとのことです。 

 住民に周知のためにマイナンバー制度の政府公報パンフレットを全戸に配布願いたい。

今まで無料であった介護保険法事務関係手数料が有料になった経緯はとの問いに、以前よ

り大阪府から事業所の指定更新の手数料を徴収するよう指導があり、大阪府においても平

成２６年１０月より徴収している。権限移譲を受けている６市町村協議の上、平成２８年

４月より徴収するため今回改正する。大阪府下の他の市町村の徴収状況は現在府の権限移

譲を受けていない９団体、権限移譲団体１１団体が徴収している。 

 以上、慎重審議の結果、全員異議なく議案第５４号は本会議において原案どおり可決す

べきものと決しました。 

 次に、議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）についての、

総務民生所管分について審査の結果を報告いたします。 

 審議においては防犯カメラの設置場所はとの問いに、道の駅の自動販売機が複数回荒ら

される事案が発生した。道の駅に設置するとのことです。 

 村の公的施設で防犯カメラの設置は何カ所あるのかとの問いに、村が設置した防犯カメ

ラは現在なしとのことです。今後どのような場所に設置すればよいか、警察とも協議して

いく。 

 電子計算費の内容はとの問いに、財務会計システムにマイナンバーの枠設定、またマイ

ナンバーに関する改修に国からの補助金はないのか、国の制度改正による改修費は国が負

担すべきと思うが、どう考えているのかとの問いに、一事業所としての改修で民間と同じ
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扱いとして国よりの補助金はないと考える。今後の職員採用の予定人数との問いに、急遽

１０月１日付で土木職職員１名を採用した。現在のところ来年２名採用を予定している。 

 ＡＥＤの今回の設置場所はとの問いに、役場、くすのきホール、資料館、ロープウェイ

の千早駅の４カ所とのことでした。 

 保健センターでＡＥＤは設置しているが、職員で何名使用できるかとの問いに、数名程

度で、ＡＥＤは音声案内で誰でも使用できるようになっているとのこと。 

 以上、慎重審議の結果、全員異議なく議案第５５号の総務民生所管分については本会議

において原案どおり可決すべきものと決しました。 

 なお、委員会審査における詳細な内容につきましては、後日委員会記録をごらんいただ

きたいと思います。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○井上議長 これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて質疑を終結いたします。 

 続きまして、議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）の文教

建設所管について、文教建設常任委員長の報告を求めます。 

 浅野委員長。 

○浅野文教建設常任委員長 それでは、文教建設常任委員会報告をいたします。 

 去る９月１日の本会議において付託を受けました議案の審査を行うため、９月９日午前

１０時から松本村長ほか関係職員の出席を求め、委員４名出席のもとに開催をいたしまし

た。 

 議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）についての文教建設

所管分について審査の結果を報告いたします。 

 審議においては、観光費で購入予定の土地面積、予定の平米単価筆界確認済みか、地籍

構成などが済んでいるのか、都市計画法上、調整区域なのか市街化区域か、農地法関連の

制限はとの問いに、面積は所有者が地籍構成を行い、実測面積が３，２４９．９９平米で

鑑定評価は８月１日現在４，７２０円、公簿地目は田で、村として農地で購入を予定して

いる。区域については調整区域である。 

 地目は田であるので、今後の手続はどのようにしていくのか、今回の購入予定の価格は

聞いたが、周辺の鑑定価格はどうなるのかの問いに、当該購入予定のみの鑑定で、周辺土

地とは形状等違うので、今後新たに買収する場合には、買収時に改めて鑑定するとのこ

と。 
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 今後周辺を買収するか、借地する場合はこれが基準になるのか、また違う場合のはどう

するのかとの問いに、同じような位置にあるので同様の価格が出るのではないかとのこ

と。 

 修繕費も計上しているが、内容はとの問いに、購入用地内の道の整備で、村道から入る

購入予定地内の道の修繕費である。 

 以上、慎重審議の結果、全員異議なく議案第５５号の文教建設所管分については本会議

において原案どおり可決すべきものと決しました。 

 なお、委員会審査における詳細な内容につきましては、後日委員会記録をごらんいただ

きたいと思います。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○井上議長 次に、行政より補足の説明を求めます。 

 森田まちづくり課長。 

○森田まちづくり課長 ここで許可をいただきまして、文教建設常任委員会へ付託されま

した議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）の観光費で計上い

たしております土地購入費の質疑の中で説明不足がございましたので、ここで補足説明と

して御報告を申し上げるものでございます。 

 購入地はスイセンの丘でございますが、公簿地目は田で、農業振興地域内の農用地区域

でございます。購入に伴う手続につきましては、嘱託登記により所有権移転を進めていき

たいと考えております。今後、周辺の一体整備を進めていくに当たり、農用地除外や農地

転用の法的手続について対応してまいりたいと考えております。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○井上議長 これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて質疑を終結いたします。 

 これより議案第５２号千早赤阪村個人情報保護条例の改正についてに対する討論に入り

ます。 

 討論される方はありませんか。 

 関口議員。 

 討論がございますので、まず原案に対する反対者の討論から賜ります。 

 関口議員。 

○関口議員 第５２号議案千早赤阪村個人情報保護条例の改正について、日本共産党議員

団を代表して反対の立場で討論いたします。 
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 マイナンバー実施に向けた条例改正であり、見過ごすことはできません。情報流出が相

次ぐ中、その対策が不十分かつおくれているという状況の中で、マイナンバー制度を中

止、延期を求める声が出ています。また、制度の目的も国民を番号で管理し、税務、社会

保障だけでなく預貯金や医療データもリンクさせ、国民の病歴も一括でわかるようにする

など、驚くべき管理国家への道であり、到底認めることができません。イギリスでは、国

民の反対で共通番号は挫折しました。ドイツでは税務に限定され、フランスは社会保障に

限定されています。アメリカ、カナダでは社会保障番号は官民のさまざまな分野で利用さ

れておりますが、取得は任意とされております。先進７カ国で生涯不変の番号が全ての国

民に付される日本のマイナンバー制度のようなものを採用している国はありません。ドイ

ツではナチスによる国民管理の経験から、こうした共通番号は憲法違反とされているほど

です。情報管理システムは現状では十分とは言えず、漏えいの危険性があり、不正利用の

危険性、成り済まし犯罪など国民の不安はいっぱいです。 

 以上、マイナンバー制度実施に向けた改正であり、現段階では個人情報は守れる保証は

ないと判断し、本案に反対するものです。 

○井上議長 次に、原案に賛成者の討論を賜ります。 

 浅野議員。 

○浅野議員 議案第５２号千早赤阪村個人情報保護条例の一部改正について、賛成の立場

から討論をいたします。 

 本議案は行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施

行に伴う所要の改正を行うものであり、適正であると考えます。よって、私は本議案に賛

成するものであります。 

○井上議長 ほかに討論ございませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 賛否両論が出ておりますので、起立によって採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決するものに賛成の方は起立願います。 

            （賛成４名 反対２名） 

○井上議長 起立多数。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これより議案第５３号職員の退職手当に関する条例の改正についてに対する討論に入り

ます。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 
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○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第５３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これより議案第５４号千早赤阪村手数料条例の改正についてに対する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第５４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これより議案第５５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第３号）についてに

対する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第５５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○井上議長 続きまして、日程第５、議案第５８号平成２６年度一般会計歳入歳出決算認

定についてから日程第１１、議案第６４号平成２６年度水道事業会計決算認定についての

７議案を一括議題といたします。 

 それでは、議案第５８号平成２６年度一般会計歳入歳出決算認定について、議案第５９

号平成２６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、議案第６０号平成２６年度

介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６１号平成２６年度後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算について、議案第６２号平成２６年度下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について、議案第６３号平成２６年度金剛山観光事業特別会計歳入歳出決算につ

いて、議案第６４号平成２６年度水道事業特別会計特別認定についての７議案について、

決算特別委員長の報告を求めます。 

 田中委員長。 

○田中決算特別委員長 それでは、決算特別委員会報告をいたします。 

 去る９月１日本会議において付託を受けました決算認定議案７件の審査を行うため、９

月２日午前１０時から松本村長ほか関係職員の出席を求め、委員７名全員出席のもとに開

催いたしました。 

 初めに、議案第５８号平成２６年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定について審査

の結果を報告いたします。 

 歳入歳出について詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしました。 

 このような経過を経て、議案第５８号の質疑を終結した後、採決をいたしました。採決

の結果、賛成４人、反対２人となり、賛成多数でありましたので、議案第５８号について

は本会議において原案どおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第５９号平成２６年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて審査の結果を報告いたします。 

 歳入歳出については、詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしまし

た。 

 このような経過を経て、議案第５９号の質疑を終結した後、採決をいたしました。採決

の結果、賛成４人、反対２人となり、賛成多数でありましたので、議案第５９号について

は本会議において原案どおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第６０号平成２６年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て審査の結果を報告いたします。 

 歳入歳出について詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしました。 

 このような経過を経て、議案第６０号の質疑を終結した後、採決を行いました。採決の
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結果、賛成４人、反対２人となり、賛成多数でありましたので、議案第６０号については

本会議において原案どおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第６１号平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について審査の結果を報告いたします。 

 歳入歳出について詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしました。 

 このような経過を経て、議案第６１号の質疑を終結した後、採決をいたしました。採決

の結果、賛成４人、反対２人となり、賛成多数でありましたので、議案第６１号について

は本会議において原案どおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第６２号平成２６年度千早赤阪村下水道特別会計歳入歳出決算認定について

審査の結果を報告いたします。 

 歳入歳出については、詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしまし

た。 

 このような経過を経て、議案第６２号の質疑を終結した後、採決を行いました。採決の

結果、全員賛成となり、議案第６２号については本会議において原案どおり認定すべきも

のと決しました。 

 次に、議案第６３号平成２６年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計歳入歳出決算認定

について審査の結果を報告いたします。 

 歳入歳出について詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしました。 

 このような経過を経て、議案第６３号の質疑を終結した後、採決を行いました。採決の

結果、全員賛成となり、議案第６３号については本会議において原案どおり認定すべきも

のと決しました。 

 次に、議案第６４号平成２６年度千早赤阪村水道事業会計決算認定について審査の結果

を報告いたします。 

 歳入歳出について詳細に説明を受けた後、質疑に入り、慎重に審査をいたしました。 

 このような経過を経て、議案第６４号の質疑を終結した後、採決を行いました。採決の

結果、全員賛成となり、議案第６４号については本会議において原案どおり認定すべきも

のと決しました。 

 なお、委員会審査における詳細な内容につきましては、後日委員会記録をごらんいただ

きたいと思います。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○井上議長 これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 
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○井上議長 これにて質疑を終結いたします。 

 これより議案第５８号平成２６年度一般会計歳入歳出決算認定についてに対する討論に

入ります。 

 討論される方はありませんか。 

 関口議員。 

○関口議員 第５８号議案平成２６年度千早赤阪村一般会計決算認定について、反対の立

場で日本共産党議員団を代表して討論行います。 

 平成２６年度は、村長就任後１０年目の節目の年の予算執行となりました。村長は所信

表明で就任直後、村の財政状況は危機的な状況であったが、幾度となく行財政改革に取り

組み、基金の積み立てが可能となるなど収支の改善が図られたと述べています。しかし、

それまでの１０年の間に村の存亡を左右する合併問題がありました。就任３年目の２００

７年４月に村が生き残るためには河内長野市との合併しかない、来年４月に河内長野市に

編入合併すると突然表明しました。当初は赤字再建団体になるより合併をという世論があ

り、村、職員組合も我々議員に合併推進を要請するなど、村民を二分する大問題となりま

した。村にある２５の公共施設のうち、資料館、消防分所、中学校、赤阪小学校と小吹台

小学校の５施設のみしか存続しないことが明らかになりました。役場や小吹台連絡所、給

食センターの廃止、幼稚園の民営化、都市計画の導入、３年後には通学バスが廃止される

ことなど明らかになり、村民の気持ちは大きく変わってきました。このような住民世論の

中で２００９年の９月議会で村長は合併断念を表明しました。合併表明から断念表明まで

の２年間、赤字再建団体に転落する、夕張のようになると言い続け、村民に不安を与え、

合併を強行しようとしたことへの反省はありませんでした。また、予算の所信では危機的

状況だった財政は改善が図られたとも述べていますが、これは住民と村職員などの負担と

犠牲によるものではなかったでしょうか。保育園の保育料の引き上げや住民健診の引き上

げなど、各種手数料の値上げ、村職員の給与カットと職員数の適正な配置がなされないな

ど、住民サービスと村職員の犠牲が明らかでした。 

 新庁舎建設の検討が進められましたが、くすのきホールを解体し新庁舎を建設する方向

で議論が進められてきたのではないかという不審の声や、くすのきホールを解体すること

にもったいないという声も出ています。老朽化している役場を防災拠点にするために検討

することは重要ですが、住民の声を聞くべきではないでしょうか。この際、新庁舎建設に

ついての説明会の実施を求めます。 

 対前年比２６．５％も増加した積立金、１３億７，４４７万２，６０３円のほとんどが

新庁舎建設に使われてしまうのではないかという不安の声もあります。積立金は住民の福
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祉や人口増加策などに優先すべきと思います。過疎債の活用で庁舎建設、ビジターセンタ

ーの建設も進めておりますが、過疎債の増加が将来住民の負担につながらないことが必要

です。 

 ２６年度の決算では千早小吹台小学校校舎の耐震工事や中学生の海外留学体験事業など

新たなものも含まれ、評価すべき点もありましたが、一方で消費税増税による村民の負担

増も実施されました。学校給食費、水道料金など公共料金の引き上げに加え、暮らしにか

かわる全てに及びます。国の政治の防波堤としての役割を果たすことも地方自治体の仕事

です。そうしたことが反映されたとは思えません。 

 以上の理由により決算認定に反対するものです。 

○井上議長 次に、原案に賛成の討論を賜ります。 

 浅野議員。 

○浅野議員 議案第５８号平成２６年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定について賛

成の立場から討論いたします。 

 平成２６年度一般会計の決算状況につきましては、村長の提案理由並びに担当課長等に

より説明を受けたところでありますが、厳しい財政状況の中においても限られた財源を生

かし、各事業に積極的に取り組まれていることは、まことに喜ばしいことであります。特

に都市基盤整備として下水道工事の着実な推進や道路、その他公共施設の整備、改良、維

持補修、千早小吹台小学校の耐震補強を初めとする教育文化施設の整備など地域住民の安

全・安心な生活環境や福祉、教育の向上に努力されており、私は一定の評価をいたすもの

でございます。今後も引き続き厳しい財政状況が続くと考えられますが、安定した行財政

運営を目指すとともに、住民福祉の向上に努められますようお願いをいたしまして、平成

２６年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算の賛成討論といたします。 

○井上議長 ほかに討論はございませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 賛否両論が出ておりますので、起立によって採決いたします。 

 本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

            （賛成４名 反対２名） 

○井上議長 起立多数。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 これより議案第５９号平成２６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてに

対する討論に入ります。 

 討論のある方ありませんか。 
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 徳丸議員。 

○徳丸議員 第５９号議案平成２６年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について反対の立場で討論いたします。 

 村の国保運営は国保給付費が増加傾向にある中でも安定して黒字会計を維持してきまし

た。国保積立金も一般会計からの法定外繰り入れを行っていない中で、取り崩しをしてい

るとはいえ、１億６，６００万円を保ってきました。私たちは長年こうした状況を指摘を

し、高過ぎる保険料の引き下げを求めてきました。しかし、２６年度予算でも保険料の引

き下げは実施されず、保険料が払えない人は相変わらず４０件を超え、平成２６年度は４

２件の短期保険証が交付されております。２６年度の国保運営は人間ドックの３割負担な

ど、予防以上に務めていることなど評価する部分もありますが、２７年度予算では平均２

１．３％の保険料の引き下げを実施したことなど、評価するものであります。 

 本決算については、国保の広域化が計画されている中、村民の強い要望であった国保料

の引き下げは実施されず、国保加入者への負担を強いてきたことは認められません。 

 以上の理由により、平成２６年度国保決算認定について反対をするものであります。 

 以上です。 

○井上議長 次に、原案に賛成者の討論を賜ります。 

 山形議員。 

○山形議員 議案第５９号賛成討論。 

 議案第５９号平成２６年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、賛成の立場から討論いたします。 

 国民健康保険事業は構造的な財政などの問題を抱え、近年の経済の低迷や他に例を見な

い急速な少子・高齢化の影響により非常に厳しい状況が続く中、医療費適正化を目的とし

たレセプト点検などにより医療費抑制に務め、黒字決算を堅持し被保険者が良質で安心し

て医療を受けられる国保事業の維持に努力されています。また、平成２６年４月指定管理

者を再指定し運営しております国保診療所は、村民の身近な公的医療機関として一般診療

を初め予防接種事業、総合相談事業を実施するなど村民の健康維持増進に努力されており

ます。よって、私は本決算を認定するものと考えます。賛成するものであります。 

 終わります。 

○井上議長 ほかに討論はございませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 賛否両論が出ておりますので、起立によって採決いたします。 
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 本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

            （賛成４名 反対２名） 

○井上議長 起立多数。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 これより議案第６０号平成２６年度介護保険特別会計歳入歳出決算についてに対する討

論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

 関口議員。 

○関口議員 私は、介護保険特別会計決算認定について反対の立場で討論をいたします。 

 介護保険制度は高齢化が進む中、高齢になっても安心して介護が受けられるようにと始

まり定着してきました。村でもこの制度によって多くの高齢者またその家族が助けられて

います。ところが、国は２０１５年度から介護保険法の大改悪を実施し、要支援の介護給

付の打ち切りで市町村が実施する事業に丸投げすることになり、市町村によって差が出て

くるようにもなりました。また、特養ホームの入所は要介護３以上に制限し、利用者負担

増も実施しました。これによって、これまで介護保険制度で救われてきた高齢者が利用で

きないおそれもあります。さらに、村の介護保険料は第５期基準額が４，７６０円から第

６期は６，２３０円に引き上げられ、府下４１市区町村の中で５番目に高い保険料となり

ました。安心して介護を受けられるどころか、保健あって介護なしになるのではないか、

不安の声も出ております。１５年度から引き上げられた保険料について、一般会計からの

繰り出しなどにより保険料を引き下げることを要望し討論といたします。 

○井上議長 次に、原案に賛成者の討論を賜ります。 

 田中議員。 

○田中議員 議案第６０号平成２６年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて賛成の立場から討論をいたします。 

 平成２３年度に第５期計画を策定し、法の指示に基づいて適正に運営されているととも

に、高齢者の心身の健康の維持、生活の安定、保健・福祉・医療の向上と増進のために必

要な援助、支援を包括的に担っている地域包括支援センターと連携し、要介護状態の維

持、改善を目的として適正な介護予防事業に取り組まれております。よって、私は本決算

を認定すべきものと考え、賛成するものであります。 

○井上議長 ほかに討論はございませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 賛否両論が出ておりますので、起立によって採決いたします。 
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 本案は原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

            （賛成４名 反対２名） 

○井上議長 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 これより議案第６１号平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についてに対する討論に入ります。 

 討論される方ありませんか。 

 徳丸議員。 

○徳丸議員 平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計決算について反対の立場で

討論を行います。 

 ２０１４年４月から後期高齢者医療制度の４回目の保険料の改定が行われました。村で

も平成２５年度１人当たり保険料は８万５，６３１円から、２６年度は９万１，１３１円

に引き上げられました。後期高齢者医療制度は、７５歳になった途端、それまで加入して

いた国保や健保など公的医療保険から無理やり切り離され、収入ゼロの人からも保険料を

徴収し別建ての医療制度に囲い込む、世界でも例のない制度であります。制度開始直後に

はうば捨て山と国民の怒りが沸き起こり、保険料軽減や差別的な診療体系の停止など、部

分的手直しが行われてきましたが、今なお制度の根幹が温存されております。全国で短期

保険証の発行や滞納者に対する差し押さえなど厳しい対応や制裁措置が行われることなど

容認できません。再現なく引き上げられる保険料負担の仕組みに対し、これを軽減する国

の予算措置はなく、広域連合独自の努力もありません。消費税増税に加えて保険料まで引

き上げられれば高齢者の生活は困難になり、健康も守れないのが実態です。 

 以上、後期高齢者医療制度に基づく決算認定に反対をするものであります。 

 以上です。 

○井上議長 次に、原案に賛成者の討論を賜ります。 

 清井議員。 

○清井議員 議案第６１号平成２６年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について賛成の立場から討論いたします。 

 本事業は、高齢者の医療の確保に関する法律に基づき本村が行う事務に対してのもの

で、村では法の趣旨にのっとり適切に処理されております。よって、私は本決算を認定す

べきものと考え、賛成するものであります。 

○井上議長 ほかに討論はございませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 
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 賛否両論が出ておりますので、起立によって採決いたします。 

 本案は原案のとおり認定することに賛成者の方は起立願います。 

            （賛成４名 反対２名） 

○井上議長 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 これより議案第６２号平成２６年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてに対

する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第６２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり認定することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 これより議案第６３号平成２６年度金剛山観光事業特別会計歳入歳出決算についてに対

する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第６３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり認定することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 これより議案第６４号平成２６年度水道事業会計特別認定についてに対する討論に入り

ます。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 
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○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第６４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり認定することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 ここで休憩いたします。 

 １１時１０分から再開いたします。 

            午前１０時５２分 休憩 

            午前１１時１０分 再開 

○井上議長 休憩前に引き続き再開いたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１２、議案第６５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算

（第４号）についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第６５号は平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算（第４号）につい

てでございます。 

 歳入歳出それぞれ３５７万３，０００円を増額いたしまして、予算総額を３１億１，５

５５万９，０００円といたすものでございます。 

 主な内容ですが、診療所心電図故障に伴う国民健康保険特別会計施設勘定への繰出金

や、落雷による防災行政無線の基盤修繕経費及び役場庁舎別館空調設備故障に伴う空調購

入費などを補正するものでございます。内容につきましては担当より説明いたしますの

で、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げ、提案の理由といたしま

す。 

○井上議長 詳細説明を菊井人事財政課長。 

○菊井人事財政課長 それでは、議案第６５号平成２７年度千早赤阪村一般会計補正予算

（第４号）につきまして御説明申し上げます。 

 １０ページの歳入歳出事項別明細書３の歳出から御説明申し上げます。 

 １０ページをお開きください。 
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 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額１１０万４，０００円の増、全

額一般財源でアルバイト賃金でございます。 

 ４目財産管理費、補正額５６万円の増、全額一般財源で、庁舎別館の空調機器購入費で

ございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、補正額１４５万円の増、全額一般

財源で、心電計購入に伴う国民健康保険特別会計施設勘定への繰出金でございます。 

 ８款消防費、１項消防費、５目災害対策費、補正額４５万９，０００円の増、全額一般

財源で、防災行政無線の修繕費でございます。 

 続きまして、８ページをお開きください。 

 歳入でございます。 

 １８款繰入金、２項基金繰入金、３目財政調整基金繰入金、補正額３５７万３，０００

円の増でございます。 

 以上、御説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○井上議長 これより本案に対する質疑に入ります。 

 浅野議員。 

○浅野議員 歳出なんですけれども、消防費で災害対策費で修繕費ということで、防災無

線、これはどこの部分が故障したんでしょうか。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 防災無線ですけども、Ｂ＆Ｇ海洋センターに置いています

分と、桐山老人憩の家に置いてる分の無線でございます。 

○井上議長 浅野議員。 

○浅野議員 これはまだ設置して新しいんですけど、そんな簡単に壊れるもんなんか教え

てください。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 無線につきましては保守点検を年に１回やっております。

その保守点検の中で基盤のほうが落雷により損傷しているということで、保守点検の結果

わかりましたので今回修繕するものでございます。 

○井上議長 浅野議員。 

○浅野議員 保守でわかったということで、今回でも防災は水害によって東北のほうでも

かなり被害が出てますんで一番大事なことなんですけども、これ、雷に対する地電位が上

がると思うんですけど、そのための電源を防止する機器があると思うんですけども、それ

らはつけてない、そういう対策されてなかったんでしょうか。 
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○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 落雷ですので、多分その雷を避けるための装置等はその中

にはなかったように思います。ということで、落雷で被害があったということでございま

す。 

○井上議長 浅野議員。 

○浅野議員 これは我々はちょっと仕事で知ってるもんなんですけど、今通信機器でも一

緒なんですけれど、電源から回ってきて地電位が上がって、そのための機器がコンセント

のところへつける機器とか対策があるんです。だから、もしこういうことがあればまた修

理費を補正予算で組むとかじゃなくって、事前にそういう対策を打たれたほうが故障して

からでは遅いと思いますんで、そのほうの検討もお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○井上議長 ほかにございませんか。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 ほかにないようですので、これにて本案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６５号につきましては、会議規則第３８条第３項の規定により本会議で議決する

ことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、議案第６５号につきましては本会議で議決す

ることに決しました。 

 これより議案第６５号に対する討論に入ります。 

 討論される方ありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第６５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○井上議長 議事日程第１３、議案第６６号平成２７年度千早赤阪村国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 議案第６６号は平成２７年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）についてでございます。 

 施設勘定の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１４５万円を追加いたしまして、予

算総額を１，２８８万８，０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、診療所の心電計の購入費でございます。現在使用しております心

電計は平成９年に購入したもので、年数も古く故障のため使用できない状況にあることか

ら今回新たに購入いたします。 

 よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げまして、提案の理由並びに説

明といたします。 

○井上議長 これより本案に対する質疑に入ります。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 これにて本案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６６号については、会議規則第３８条第３項の規定により本会議で議決すること

に異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、議案第６６号については本会議で議決するこ

とに決しました。 

 これより議案第６６号に対する討論に入ります。 

 討論される方はありませんか。 

            （「討論なし」との声あり） 

○井上議長 これにて討論を終結いたします。 

 本案に御意見があれば賜ります。 

            （「意見なし」との声あり） 

○井上議長 これより議案第６６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 
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○井上議長 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１４、報告第６号専決処分（工事請負契約の変更締結）について

の報告を求めます。 

 松本村長。 

○松本村長 報告第６号は、千早赤阪村立学校給食センター改修工事について専決処分の

報告についてでございます。 

 本件は、外壁の詳細調査による補修数量の増、老朽化が進んだ浄化槽ふた及びグリスト

ラップふたの取りかえの増、ルーフファンからの悪水の浸入を防ぐための改造の増、牛乳

保冷庫の設置場所の変更に伴うドアの開閉向きの変更及び作業台の追加により、当初契約

金額６，９６６万円に１２５万４，９６０円を追加し、変更契約金額７，０９１万４，９

６０円を平成２７年８月１２日に専決処分させていただきました。 

 以上、地方自治法第１８０条第２項の規定により報告いたします。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○井上議長 これより報告第６号に対する質疑に入ります。 

 関口議員。 

○関口議員 この契約の経過ですけれども、６月議会で契約、一般競争入札で決まったわ

けですが、そのとき参加の会社が１社のみだったと思うんです。このときの６，９６６万

円で入札されたのが、最低価格は幾らやったかもう一度確認させていただきたいと思いま

す。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 最低制限価格でございますが、５，７４６万１，０００円

でございます。 

○井上議長 関口議員。 

○関口議員 １社っていうことと、最低標準価格を聞きまして、非常にそのときは高いと

いう感じだったんです。最低価格の１．２１倍になるんですが、これが入札、複数の会社

だと最低価格に近い額でほぼ決まってるように思うんです、これまでは。今回１社のみと

いうのは余り例がなかったように思うんですが、最低標準価格の１．２倍を超えるような

事例というのはこれまでありましたかどうか、その辺教えていただきたいなと思います。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 過去に一般競争入札等を行っておる事例がございます。そ

の中で最低制限価格に近い契約もございますし、それ以外の契約もございますので一概に
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最低制限価格に全ての契約がなるというものでもございません。その範囲の中で一番安い

ところと契約するということでございますので、過去にはそういった事例もあったという

ことでございます。 

○井上議長 関口委員。 

○関口議員 ６月議会のときに非常に最低価格に比べて高いなというのが私の実感だった

んです。しかし、入札に参加する企業がもっとあればこれがもうちょっと安くなるやろな

と。こういう契約の５％以内の追加額は認められるということで、それもやりましたけれ

ども、そういうことは多分ないやろなと甘く見てたんですけれども、今回こうしたもろも

ろの理由で１２５万４，９６０円の追加が組まれたんですけれども、６，９００万円に対

して１２５万円の追加というのは、業者やったらもうちょっと、普通のとこやったら工夫

してくれるんではないかなというような思いもあったんですけど、その辺はここの主な変

更理由をドアの変更とか、そういうのであったら規定の額やと思うんです。そういうのは

無理かもしれないんですけれども、これは担当課としてこの分は仕方ないというふうに判

断されての結果だと思うんですけれども、やっぱり入札の時期にこの間のプロポーザルと

か何かという話を聞きましたけれども、こういうことでやるということで、できるだけた

くさんがやってもらえるような働きかけも今後必要ではないかなと思いますが、その点ど

うでしょうか。１社やったっていうのは、すごくどうにもならへんで、向こうが示す額で

やってますので、納得がいかないような気もするんですが、今後できるだけ工事のときに

はたくさんの業者に入ってもらうような努力をしていただきたいと思うんですけれども。 

○井上議長 要望でよろしいですか。 

○関口議員 はい。 

○井上議長 ほかにございませんか。 

            （「質疑なし」との声あり） 

○井上議長 ほかにないようでございますので、これにて質疑を終結いたします。 

 以上、報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１５、次期議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の

諮問に関する事項についてを議題といたします。 

 本件につきましては、議会運営委員会の清井委員長から、閉会中に次期議会の会期日程

等の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項について調査を行いたいとの申し

出がございました。 

 お諮りいたします。 
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 委員長からの申し出のとおり、閉会中に調査を行うことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、閉会中に調査を行う旨、決しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１６、過疎地域自立促進特別委員会の閉会中の所管事務調査につ

いてを議題といたします。 

 本件につきましては、過疎地域自立促進特別委員会の田中委員長から、閉会中に所管事

務の調査を行いたいとの申し出がございました。 

 お諮りいたします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中に調査を行うことに異議ございませんか。 

            （「異議なし」との声多数あり） 

○井上議長 異議なしと認めます。よって、閉会中に調査を行う旨、決しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○井上議長 議事日程第１７、一般質問に入ります。 

 それでは、１番目の質問者、徳丸議員。 

○徳丸議員 ３番、日本共産党の徳丸幸夫です。以下２項目について質問をいたします。 

 第１に、森林環境税について伺います。 

 近年、集中豪雨の多発等により、土砂災害等の自然災害の発生リスクが増大をしており

ます。一方、林業の衰退により間伐が停滞するなど、これまで森林が果たしてきた災害防

止機能を初めとする多面的機能をいかに維持していくかが重要な課題となっております。

このことが森林環境税の基本的な考え方とされております。そこで、新たに森林環境税を

創設し、自然災害から府民の暮らしを守る健全な森林を次世代につなぐために必要な事業

を緊急かつ集中的に実施するとしております。集約化により一体的森林経営が見込める地

区を対象として、基盤整備等を実施となっておりますけれども、対策として期間的作業場

の設置、集積土場の設置等、間伐材の利用促進等が具体例として挙げられております。実

施期間は平成２８年度から３１年度までの４年間で、本村に配分される額は確定していな

いかもしれませんが、具体的な方針があればお聞かせいただきたいと思います。 

 次に、子ども医療費助成の拡充について伺います。 

 子ども医療費助成は、これまで中学校卒業までに広がっており、本村も先駆けて実施を

してきました。大阪府下では高校卒業まで実施する自治体もふえてきました。本村も子育

てしやすい村づくりのために、この際思い切って高校卒業まで、１８歳まで助成すべきだ

と思うが、考えをお聞きいたします。 
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 また、１８歳まで実施した場合の必要経費は概略幾ら必要かあわせてお聞かせいただき

たいと思います。 

 以上です。 

○井上議長 質問事項１番目の答弁者、森田まちづくり課長。 

○森田まちづくり課長 森林環境税の活用をについて御答弁申し上げます。 

 森林を取り巻く環境は、近年の集中豪雨の多発により、土砂災害等の自然災害発生リス

クの増大や、林業の衰退による間伐の停滞など森林が果たしてきた災害防止機能を初めと

する多面的機能の維持が重要な課題となっています。このため、大阪府では自然災害から

府民の暮らしを守り、健全な森林を次世代へつなぐために必要な事業を緊急かつ集中的に

実施するため、森林環境税の創設を検討されているところです。その中で、持続的な森づ

くりの対象事業につきましては、集約化により持続的な森林管理が見込まれる区域で、森

林法で定める森林経営計画が作成され、森林所有者と林業事業体、大阪府の三者協定の締

結により継続的な森林経営が担保されることが条件とされています。 

 村内におきましても対象地域が示されておりますことから、一定の森林基盤整備等が進

むものと期待しており、大阪府の動向を注視してまいりたいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 徳丸議員。 

○徳丸議員 この事業については新たな事業なんですよね。ですから、村としてこういう

ことで方針を示したいと、こういうことで取り組みたいということであれば今年度中に、

２８年度ですから今年度中に、そういう方針を示す必要があるんちゃうかなと思うんです

けど、この点もう一回お聞かせ願います。 

○井上議長 森田課長。 

○森田まちづくり課長 本森林環境税の創設につきましては、９月府議会で提案されると

いうふうにお伺いをしておりまして、現在９月府議会、９月の末ごろから開会される予定

でございますけれども、大阪府の審議の内容を注視しながら村としても一定の議論の中で

検討していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 徳丸議員。 

○徳丸議員 村への交付金の額というのは見当もつかないんですか。わかれば教えてくだ

さい。 

○井上議長 森田課長。 
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○森田まちづくり課長 現在大阪府のほうからは市町村に対して説明会ということで開催

が１回ございましたけれども、その中では年間、全体の４年間で約４５億円程度の森林環

境税というふうにお聞きをいたしておりますけれども、村への配分等々その辺はまだ具体

的には示していただけてない状況でございます。 

 以上でございます。 

○井上議長 要望をお受けします。 

○徳丸議員 新たな事業なんで、村がこういうことで新たな事業として取り組みたいとい

うことで具体的な方針をできるだけ早く示して、交付税、交付金がちょっとでもふえるよ

うに、また新たな事業、具体的な事業はどういうものがいいのか、作業場の設置とか土場

の設置とかありますけども、いろいろありますけども、そういうことも含めて検討をぜひ

やっていただきたいと要望しておきます。 

○井上議長 質問事項２番目の答弁者、池西住民課長。 

○池西住民課長 子ども医療費の充実をについて御答弁申し上げます。 

 村の子ども医療助成制度につきましては、入通院とも所得制限を行わず、義務教育終了

までの子どもを対象に実施しております。さらに、村独自の子育て支援策として、ロタウ

イルスほか、２種類の任意予防接種費用の公費助成や、妊婦健診について国が算出した必

要額と同額の助成を行うなど、子どもを安心して生み育てることができる環境づくりに積

極的に取り組んでいるところでございます。議員御質問の子ども医療の拡大については、

近隣市町の対応状況や今後の過疎計画事業の進捗状況、財政状況を見ながら検討すべき課

題であると考えています。 

 また、対象を高校卒業までに引き上げた場合の影響額につきましては、拡大対象者は約

１３５人で、金額といたしましては約１５０万円から２００万円程度の増加見込みとなり

ます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 質問をお受けします。 

 徳丸議員。 

○徳丸議員 今大阪府下で高校卒業まで医療費助成してるのは寝屋川と豊能町なんです。

所得制限を設けてるところもありますけども、大阪府下でたった２つしかないと。だか

ら、本村もできるだけ早く１８歳まで医療費を助成できないものかどうか、今まで中学校

卒業までということで先進を走っておった状況もありますけども、もう既に１８歳まで医

療費助成しているところも出てきてますので、これが実現されればさらに子育てしやすい

村としての打ち出しができるんちゃうかなと、この点について村長の基本的な考え方をお
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聞かせ願いたいと思います。 

○井上議長 松本村長。 

○松本村長 村では、子どもの医療費助成について既に義務教育終了までの子どもを対象

に実施しており、そのほかにも子どもを安心して産み育てることができるよう、先進的な

施策を実施しているところでございます。先ほど住民課長が答弁いたしましたように、医

療費補助については本村を取り巻くさまざまな状況を勘案する必要があることから、現時

点において対象者を高校卒業まで拡大することは考えておりません。ただ、大阪府の町村

長会におきましても、市長会におきましても、全国一律にするように今大阪府、それから

内閣府、それから総務省、文科省に申請を行っているところでございます。 

○井上議長 徳丸議員。 

○徳丸議員 都道府県の実施状況は、例えば大阪府は３歳までです、補助してるの。とこ

ろが全国的には就学前まで補助してるところもたくさんあるわけで、都道府県でです。だ

から、大阪府に対して就学前まで拡大せいということをいえば、そのぐらいの負担は減る

わけですから、１８歳までの医療費助成もしやすくなるということになります。ですか

ら、大阪府に対してぜひ就学前まであるいはもっと幅を広げて中学校卒業まで大阪府とし

て実施せよと、こういう要求をすべきちゃうかなと、この点を一つお聞かせいただきた

い。 

 もう一つは、村長の決断次第で、先ほど課長が１５０万円から２００万円でできるとい

うことであればそれだけの予算を組めば実現可能なわけですから、ぜひ実現をしていただ

きたい。この２点についてお聞かせいただきたいと思います。 

○井上議長 松本村長。 

○松本村長 先ほど申し上げましたとおり、国に対しては既に３年前から要望を行ってお

ります。また、それとともに、あと私の決断次第ということでございますが、こういうの

は非常に他の市町に対しても影響力がございますので、できることなら全国一律にやりた

いというのが我々の町村会の今の意見でございます。 

○井上議長 要望をお受けします。 

○徳丸議員 他に影響を与えてええんちゃいまっか。村として大阪でたった一つ残った村

ですから、村でできてるわけやからほかでもできんことはないということで、非常にイン

パクトの強い事業となるんちゃうかなと思うんで、ぜひ決断をしていただきたい。要望し

ておきます。 

○井上議長 第２番目の質問者、田中議員。 

○田中議員 ６番田中博治でございます。議長通告に基づき、以下２点について質問いた
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します。 

 まず１点目は、マイナンバー制度について。２点目は、がん検診無料化に伴う受診状況

等について質問をいたします。 

 １点目のマイナンバー制度について質問いたします。 

 平成２５年５月に行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律、いわゆるマイナンバー法が成立いたしました。この制度は、国民一人一人に１２桁

の番号を割り当て、氏名、住所、生年月日、個人所得、納税実績、年金などの個人情報を

その番号で把握し、管理できるようにするものです。ことし１０月には個人番号の通知、

また来年１月から希望者には顔写真入り個人番号カードの交付が開始され、この制度の運

用がスタートいたします。しかし、このナンバー制度の運用が目前にあるにもかかわら

ず、多くの村民の皆さんは運用開始によりどのように変わるのか広く伝わっていないとこ

ろもあろうかと思われます。 

 そこで、次の点についてお伺いをいたします。 

 １つは、制度概要と村民にとっての利便性は何か、お伺いいたします。 

 ２つ目は、個人情報の保護、いわゆるセキュリティー対策についてお伺いをいたしま

す。 

 ３つ目は、制度開始に向けた体制整備と、今後のスケジュールについてお伺いいたしま

す。 

 以上、３点について明快なる御回答をお願いいたします。 

 ２点目の質問は、がん検診無料化に伴う受診状況等について質問をいたします。 

 本年３月議会で千早赤阪村のがん検診の取り組み状況について質問をいたしました。答

弁では、胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、子宮がんの５種類について集団検診や医療

機関委託による個別健診が行われております。平成２６年度の受診率の見込みは府内の市

と町の受診率と比較すると高いものもありますが、国の目標値にはまだまだ下回る状況で

あるとのことでした。そこで、平成２７年度からがん検診が無料となりましたが、無料化

によって受診率の向上などに効果があったのかお伺いをいたします。 

 以上で私の２点についての質問は終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○井上議長 質問事項１番目の答弁者、中野総務課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 マイナンバー制度について御答弁申し上げます。 

 まず、１点目の制度概要及び利便性についてでございますが、マイナンバー制度は当面

は社会保障、税、災害対策の３つの分野の行政手続におきましてマイナンバーを提示する

ことにより従来各種手続の際に求めていました添付書類の提出を省略するなど、国民負担
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の軽減と利便性の向上を図るものでございます。具体的には、社会保障の給付の申請、届

け出時に必要な行政機関が発行する納税証明書などの添付書類の省略が可能となったり、

また個人ごとのポータルサイトを活用すれば、自宅のパソコンで自分の情報をいつ誰がな

ぜ提供したかを確認することができるようにもなります。一方、行政にとりましても情報

入力や照合作業の削減など業務の効率化が図れるとともに、所得などが的確に把握できる

ことにより公平、公正な行政運営が可能となります。 

 次に、２点目のセキュリティー対策についてでございますが、マイナンバー制度につい

ては個人情報の漏えいや成り済ましによる不正利用が懸念されており、その対策としてさ

まざまな措置が講じられております。本村におきましても、個人番号が含まれる個人情

報、いわゆる特定個人情報につきましては、従来どおりそれぞれの自治機関において分散

管理いたします。また、特定個人情報の利用範囲や情報連携の範囲につきましては、法律

及び条例で限定的に規定するとともに、情報システムへの適切なアクセス制御や通信の暗

号化、成り済まし防止のための本人確認の徹底など万全なセキュリティー対策を講じてま

いりたいと考えております。 

 次に、３点目の制度開始に向けた体制整備と今後のスケジュールについてでございます

が、制度導入に係る規定整備として今議会に上程しております個人情報保護条例の改正を

行うとともに、システム整備面では昨年度住民基本台帳システムの改修を実施しており、

今年度は税、国保など関連業務システムについて必要な改修を行ってまいります。また、

今後のスケジュールにつきましては本年１０月から村民の皆様へマイナンバーの通知を行

い、来年１月から申請者への個人番号カードの交付も始まります。これに合わせ、児童手

当や年金の手続、税の確定申告などにマイナンバーを利用することが可能となります。さ

らに、平成２９年１月からは国の機関において情報連携が開始され、その半年後には各自

治体もこの情報連携に加わる予定でございます。それぞれの機関において調整が現在進め

られております。こうしたシステムの連携が可能となることにより、添付書類の省略など

マイナンバーを用いた新たな行政サービスの運用が確立される予定となっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 田中議員。 

○田中議員 ありがとうございました。 

 今後村民の皆さんに周知方法を、そういうのについてどのように考えておられるのかお

伺いいたします。 

○井上議長 中野課長。 
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○中野会計管理者兼総務課長 村民の周知につきましては、今現在村のホームページ、ま

た８月号の広報におきましても制度概要やスケジュールについて掲載をしたところでござ

います。今後、１０月から行います村民の皆様へのマイナンバーの通知にもあわせまし

て、村ホームページや広報紙、また公共施設でのチラシの配布など、さまざまな媒体を通

じまして広く通知してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 田中議員。 

○田中議員 ありがとうございました。 

 要望をしておきます。マイナンバー制度の導入は国民負担軽減と利便の向上、行政の効

率化、公平、公正な社会の実現を目指すというもので、国策として推進されていますが、

さきの年金機構における個人情報の漏えい事件にあるように、漏えいや保護措置に万全を

期すとともに、多くの村民がこの制度を理解をし、有効に利活用できるよう周知、啓発に

努めていただくことを要望いたします。 

 ありがとうございました。 

○井上議長 質問事項２番目の答弁者、和田健康福祉課長。 

○和田健康福祉課長 がん検診無料化に伴う受診状況等について御答弁申し上げます。 

 まず、平成２７年度のがん検診の現在までの実施状況でございますが、胃がん、大腸が

ん、肺がん、結核検診を５月に１回、６月に２回、７月に１回、９月に１回実施し、乳が

ん、子宮頸がん検診を６月に１回実施いたしております。次に、受信状況でございます

が、事前申込制としており、各検診とも定員数に達しております。今年度の傾向といたし

ましては、初めて受診される方の申し込みが昨年度の実績に比べ１０％増加しており、ま

た医療機関における個別検診については現在の申込者数が既に昨年度の受診者数を上回っ

ている状況で、無料化に伴う効果が出ているものと思われます。 

 今後の予定といたしまして、胃がん、大腸がん、肺がん、結核検診を１０月に２回実施

し、乳がん、子宮頸がん検診を１１月と来年３月に各１回実施いたします。また、大腸が

ん、乳がん、子宮頸がんの医療機関での個別検診は３月１１日まで実施いたします。 

 なお、受診率につきましては、引き続き検診を実施いたしますので現在集計はできませ

んが、年度末には集計とともに無料化による効果を考察したいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○井上議長 質問をお受けします。 

 田中議員。 

○田中議員 ありがとうございました。再質問させていただきます。 
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 この無料化については、本年の４月より始まったばかりで、詳細なるデータは上がって

こないと思っておりますので、また来年度末でも教えていただければありがたいかと思っ

ております。そのときはよろしくお願いいたします。 

 なお、がん検診をして早期発見、早期治療に結びつけることが大切ですが、村のがん検

診で精密検査が必要となった場合、どのような対応を考えられているかお伺いをいたしま

す。 

○井上議長 和田課長。 

○和田健康福祉課長 村のがん検診で精密検査が必要となった場合、希望される医療機関

に村より紹介状を発行し、精密検査を受診してもらい、医療機関よりその結果を返送して

いただき、またその結果を把握しております。受診していない方につきましては、保健師

より精密検査の必要性を説明し、未受診者がないように努めております。今後もがん検診

につきましては受診しやすく精度の高い検診が実施できる体制を図り、受診率向上に努め

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 田中議員。 

○田中議員 ありがとうございました。要望を申し上げます。 

 がん検診については、初めて受診される方がふえていることなど無料化の効果が出てい

るということでございます。今後も村民の皆さんへ十分な周知に努め、誰もが受診しやす

い体制をつくっていただきたいと思っております。要望いたしておきます。ありがとうご

ざいました。 

○井上議長 ここで休憩を行います。 

 午後１時から再開いたします。 

            午前１１時５３分 休憩 

            午後 １時００分 再開 

○井上議長 午前中に引き続き再開いたします。 

 第３番目の質問者山形議員。 

○山形議員 議席番号７番、山形研介です。議長通告に基づき、次の３点について質問い

たします。各担当課の答弁を求めます。 

 １つ目は、全国学力・学習状況調査について、矢倉教育長にお尋ねいたします。 

 毎年４月、全国学力・学習状況の調査が小学６年生と中学３年生を対象に実施されてお

ります。そして、今年度の調査の結果が８月２５日公表され、新聞紙面でも大阪府の公立

小・中学校の平均点が全国ほぼ平均点に近づき、これまでのワーストスリーから脱却する
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ことができたとの報道がありました。そこでお尋ねいたします。今まで長年低迷していた

大阪府の子どもたちの成績が急に押し上げられた原因はどこにあるかお尋ねいたします。 

 ２点目は、グリーンプランパートナーシップ事業の進捗についてです。これも６月定例

会において木質培養に関する村の認識をお伺いしながら林業振興のためしっかり取り組ん

でいただくよう要望したところでありますが、その際、グリーンプランパートナーシップ

の事業の補助金の公募の申請を行い、木質バイオマスボイラーの導入を可否の検討にあわ

せて林業振興の取り組みを検討するとの答弁でありました。そこで、グリーンプランパー

トナーシップの事業のその後の進捗について高橋理事にお伺いいたします。 

 ３点目、今後の上水道事業の施設整備について。大阪府公共水道企業団との統合後の施

設整備について６月議会に全員協議会において千早赤阪村水道事業ビジョン及び水道事業

の大阪府広域水道企業団との統合について、住民説明や意見の募集を行い反対などの意見

がなかったと聞いております。千早赤阪村水道ビジョンでは、大阪広域水道企業団との施

設整備について岩井谷上水場を廃止し、企業団からの受水地点をふやし、村のプール設備

を整備することになっているが、今後施設整備計画がどのような内容であるか詳しくお伺

いいたします。 

 以上、３点よろしくお願いいたします。 

○井上議長 質問事項１番目の答弁者、矢倉教育長。 

○矢倉教育長 全国学力・学習状況調査について御答弁申し上げます。 

 今回実施された全国学力・学習状況調査のうち、中学３年生の結果が来春行われます高

等学校入学試験の内申書に評定平均の範囲を算出するという目的で活用されることが大阪

府において決定されたことから、生徒がこれまで以上に努力し成績が上昇したという報道

がされております。しかしながら、この結果につきましては児童・生徒の努力もさること

ながら、大阪府教育委員会の助言により、市町村教育委員会主導で昨年度成績の思わしく

なかった学校が全学年においてその指導計画を立て、その検証をするなどの取り組みの成

果が大きいのではないかと考えています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 質問をお受けします。 

○山形議員 今の答弁の中で楽しい、成績がよかったということを伺いました。これまで

本村の中学校は１校のみであるために、点数の公表がされないようですが、今回の学力テ

ストにおいて本村中学校及び小学校成績の結果はどうであったかお伺いいたします。 

○井上議長 矢倉教育長。 

○矢倉教育長 本村中学校におきましては、国語、数学、理科、全ての科目において全国



- 56 - 

の平均点より５ポイントから１０ポイント高く、大阪府の平均点より８ポイントから１１

ポイント高いという結果で、これは恐らく大阪府内におきましてはトップクラスであろう

と考えられる大変よい結果でありました。また、小学校におきましては国語Ｂ問題、いわ

ゆる思考力を問う問題においてのみ大阪府の平均点よりわずかに低いものの、その他は全

て大阪府や全国の平均点を上回る結果でありました。 

 以上です。 

○井上議長 質問を受けます。 

 山形議員。 

○山形議員 ありがとうございます。 

 その５ポイントとか１０ポイントという御答弁を今いただいたんですけども、お答え願

いたいんですけど、私の頭の中にはポイントは別としまして、この本村中学において国

語、数学、理科の全ての科目において全国の平均点よりよかったと。だけども今、全国で

は今回の中学生が何位ぐらいにランクしているのか、それとも、もう一つ大阪府下でどの

ぐらいのランクにおるのか、上位とおっしゃいましたけども具体的にもしわかれば全国や

ったら１０位以内に入っとったとか、大阪府内やったら５位以内に入っとったとか、そう

いうことがもしわかればお聞かせください。 

○井上議長 矢倉教育長。 

○矢倉教育長 まず、５ポイントとか１０ポイントというポイントということですけど

も、これは１００点満点ではないので、５点とか１０点とかという表現は適さないという

ことであります。 

 それから、順位に関しましてはマスコミでも一切公表されておりませんので、私どもの

村の中学校がどれぐらいの順位だったかということはわからないんでありますけども、過

去の例から見ましても、平均点において一番下の悪い科目においても大阪府よりも８ポイ

ント上、それからいい科目においては平均点が１１ポイント上ということは、恐らく、順

位はわかりませんけどもトップクラスは間違いないと考えております。 

○井上議長 要望をお受けします。 

○山形議員 本来ならばその順位を聞かせていただきましたら、これからの村が創生総合

戦略の人口ビジョンというものにうとうてますように、この結果をうちは今回こうやった

んやということでホームページに載せていただけましたら、転出を防ぐこともできるやろ

うし、また逆にええ教育を、自然環境に恵まれた中で教育されてるんやなと、この千早赤

阪村の小・中学校はと、そういうのは一つのポイントになると思いますので、そういう順

位を聞かせていただきたかったんですけども、これは要望しておきます。同じことを申し
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ますけども、やはり創生総合戦略の人口ビジョンと一つとして、今先ほどの何べんも言い

ますけど、転出を防ぎ、転入をやることにおいてはこの教育というものは一番大事やなと

私は思っておりますので、ぜひともこのホームページに大々と載せていただいて、うちの

宣伝をしていただきますようにお願いして終わります。 

 ありがとうございました。 

○井上議長 質問事項２番目の答弁者、高橋理事。 

○高橋理事 グリーンプランパートナーシップ事業の進捗について御答弁申し上げます。 

 グリーンプランパートナーシップについてですが、このたび無事補助金の交付決定がさ

れ、新庁舎や金剛山ビジターセンターへの木質バイオマスボイラー及び太陽光発電設備の

導入の可否を検討するための委託契約を行いました。具体的内容としましては、９月から

来年２月上旬までを委託期間として、エネルギー利用可能性調査や最適な設備システムと

事業採算性の見当等の調査、分析業務を行うこととしております。また、この中で木材生

産者、加工業者、運搬業者等の実態を踏まえた現実的かつ適切な運営体制の見当、間伐材

を活用した木質チップの生産に至る森林資源、経済の村内循環システムと雇用の創出、さ

らにはこれに伴う定着人口を増加するためのスキームづくり等の検討もあわせて行ってま

いりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 山形議員。 

○山形議員 ありがとうございます。 

 ６月の議会において農林振興策でいかがですかということで質問したところに、こうい

うグリーンプランパートナーシップの事業があるということで御答弁いただいたので、今

回はこの事業について質問させていただいたわけですけども、今答弁いただきましたよう

にこの事業を上手に使っていけるんやろうなというような今の答弁でわかりました。これ

は質問でなくして、要望させていただいておきます。 

 本事業により林業振興策をしっかり検討していただくとともに、他のあらゆる制度も活

用していただき林業を活性化することが活力ある村の実現につながると思っております。

着実にこれを制度活用していただきまして、進んでいただくことを改めて要望するととも

に、またこの振興策について１２月の議会にもう一度私もチャレンジさせていただきたい

と思いますので、そのときはよろしくどうぞ。ありがとうございました。 

 終わります。 

○井上議長 質問事項３番目の答弁者、松本理事。 
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○松本理事 今後の上水道事業の施設整備について御答弁申し上げます。 

 千早赤阪村水道事業ビジョンは、水道事業の経営の安定を図りながら村民のニーズに応

えるライフラインとしての基幹施設の構築を目指し、次世代への継承していく将来計画と

して策定したものでございます。水道事業の多くの課題を解消し、安全で安心な水道水を

供給するためには、大阪広域水道企業団との統合を図ることが本村にとって最善の施策と

考え、本議会でも企業団の規約変更を御審議いただいたところでございます。企業団と統

合後に実施する施設整備の主な事業についてですが、小吹台低区配水池で企業団から新た

に受水を行い、既存の川野辺受水場と主要な配水施設管を相互に連絡する村内ループ施設

を整備するものでございます。このループ化により、事故水から企業団水に切りかえるこ

とで安心で安全な水道水を安定的に供給することが可能となります。また、この事業に伴

い主要な配水施設、管路の耐震化を実施していく予定であり、災害時の給水体制が飛躍的

に向上することが期待されます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 山形議員。 

○山形議員 ありがとうございます。 

 松本さんとは２度これでキャッチボールさせていただいておるんですけども、私は村民

の一人として安心して水がいただけるということが第一条件でありまして、最近では大き

な被害は各地区で出てますけども、幸いにして千早赤阪村という地区は大阪企業団との統

合によって村民が水のことについては安心していけるなという実感でございます。 

 そこで一つ質問させていただきます。村内ループ化施設を整備することが具体的な事業

内容に詳しくお聞かせ願いたい。それからまた、この整備により村民にはどのようなメリ

ットがあるのか、この点ちょっとお聞かせください。 

○井上議長 松本理事。 

○松本理事 村内のループ施設の整備の事業内容といたしましては、村内の主要な配水施

設であります川野辺受水場、水分低区配水池、下東阪配水池、小吹台高区配水池、小吹台

低区配水池を耐震化するとともに、耐震管で各管路を接続していきます。村内の配水池を

ループ化する事業でございます。各配水池を接続する管路については耐用年数が経過した

既存の管路の更新や新設を行うとともに耐震化を図ってまいりたいと考えております。こ

うした企業団からの受水をループ化することによりまして、川野辺受水場、小吹台低区配

水池のどちらかが受水できないような状態となった場合でも、どちらか一方の受水が可能

であれば村内への配水が可能となります。さらに、各配水池において応急給水できるよう
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に施設整備を行い、災害時の飲料水の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 山形議員。 

○山形議員 ありがとうございます。 

 メリットが今示されたような感じやなと思って安心しております。そこで今度は村民に

与える影響はどうなのかと。村内ループ化の事業期間が一つ、それから事業費、それから

財源、この間もちょっとございましたけど、この事業を実施するに当たって村民への影響

がどういうようになってくるか、これをお知らせください。 

○井上議長 松本理事。 

○松本理事 この施設整備は、平成２９年から平成３８年までの１０年間の事業でありま

す。総額約１３億２，０００万円の事業費となっておりまして、事業費のう３分の１の約

４．４億円が国からの交付金として受けることができます。この交付金は、企業団と統合

することにより受けることができるものでございます。また、事業による水道料金の村民

への負担軽減策としまして、本村一般会計より約８億８，０００万円を負担する予定とし

ております。こうしたことを踏まえまして、今後も水道料金の値上げを抑制するなど、で

きる限り村民負担が軽減できるよう努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 要望をお受けします。 

 山形議員。 

○山形議員 今の御答弁いただきましたから、今回私もちょっと一安心してるんですが、

細かい数字に事業費、それから一般会計からも８億８，０００万円負担するとそういう御

答弁をいただきましたけど、それはそれとして、これからの進め方によると思いますけど

も、そういう形でこういう予算をとらんことには前へ進まんということはよくわかります

けども、これからの要望として村民が安心して飲むことができる水道水の供給を行うため

には、説明のあった施設整備の計画が必要であり、企業団との統合することにより、安心

で安全な水道水の供給が可能になると考えております。村民の負担ができるだけ、できる

だけかかりませんように努力していただきまして、安心して水道水が頂戴できますように

お願いしてこの質問を終わらせておきます。ありがとうございました。 

○井上議長 第４番目の質問者、関口議員。 

○関口議員 日本共産党関口ほづみです。通告に基づき、２点について質問いたします。 

 初めに、国保の広域化について質問をいたします。２０１８年より現在市区町村で行っ

ておる国民健康保険が都道府県単位で行われるようになります。広域化により、村の国保
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運営はどのように変わるのか、保険料やこれまで行ってきた保健事業は維持されるのかな

ど不安があります。既に今年度から共同安定化事業は全医療費対象になり、実質的には都

道府県下と同じ仕組みになり、広域化が一部先行実施されております。広域化が実施され

ても市町村は保険料を決定し、保険料の賦課、徴収を行う、これまで行ってきた証明書の

交付や現物給付の支給決定など、これまでどおりの業務を行うことになっていると聞いて

おります。そうであるなら、広域化になったからといってどこがどう変わるのか、目的は

何なのか知りたいと思います。また、今後のスケジュールなどお伺いいたします。 

 次に、旧千早小学校、富田林分校跡地の活用について質問いたします。 

 村は平成２８年度に公共施設整備委員会を設置し、旧千早小学校や富田林分校を初め、

小吹台方転地など、村の公共施設の有効活用などについても検討される予定です。千早小

学校は２００８年３月閉校以来８年となり、この間校舎は村の倉庫として、体育館は投票

所として利用されているのみで、草刈りや維持管理費に費用がかかっております。村の財

政負担ばかりか、地域の寂れたイメージを拡大されるばかりであります。今後、千早小学

校校舎を貸し出し活用することや、富田林分校跡を活用し、村の活性化につなげるべきだ

と考えます。村づくり経営計画進捗状況報告では、ことし７月に有効活用について区長と

懇談会を実施し、旧千早小学校区の７区長から要望が出ていると報告がありましたが、そ

の内容について御報告いただきたいと思います。 

 さて、文部科学省はことし４月、廃校リニューアル５０選事業結果報告をしておりま

す。大阪府下では貝塚市で平成１０年に廃校となった小学校を林業、農業体験型研究交流

施設そぶら貝塚ほの字の里として、年間１６万７，０００人が利用しております。奈良県

川上村ではトントン工作館、親子が木に親しむことができる木工工作室、宿泊施設として

年間利用者１，９００人が利用しております。三重県宮川村では、大杉谷地域総合センタ

ーと、それと大杉谷自然学校としてデイサービスと環境教育施設として活用されておりま

す。さて、村では千早小学校が廃校となって８年がたち、この間運動場は地域に開放され

ているものの、先ほど申しましたように体育館は年に１回程度の投票所として、校舎は村

の倉庫として利用されるのみでございます。私どもはこの間、校舎を木工や陶芸などの物

づくり、イベントやギャラリー会場、練習場に貸し出し、活用してはどうか質問をしてき

ましたが、こうした利活用で民間から問い合わせなどがなかったのか伺います。 

 平成１９年廃校となった多聞小学校は、浪速学院に売却されて平成２１年４月より浪速

小学館として学生の宿泊、学習施設として生かされています。自然休養村センターは、オ

ルターと賃貸契約をして村には年間１２０万円の収入があり、オルターはオーガニックレ

ストランも開店され、村内外の人が利用しておられます。千早小学校、富田林分校跡にお
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いても、村の活性化に向けて活用されるよう取り組むべきではないでしょうか。 

 以上、質問よろしくお願いいたします。 

○井上議長 質問事項１番目の答弁者、池西住民課長。 

○池西住民課長 国保の広域化について御答弁申し上げます。 

 国保運営については安定的な財政運営や、効率的な事業の確保を図り、制度を安定化さ

せることを目的に平成３０年度より府が財政運営の責任主体となることが決定しておりま

す。それに伴い各市町村で行ってきた財政運営について責任主体は府へと移行され、資格

管理、保険料の決定賦課や徴収、給付の決定、保健事業については従前どおり市町村が担

うとおおむね決定しております。次に、保険料の決定賦課、徴収についてでございます

が、府が市町村ごとの医療水準、所得水準をもとに納付金を決定し、市町村は府から示さ

れた標準保険料率を参考に個々の事情に応じた賦課徴収を行い、府に納付金を納めるシス

テムとなります。また、保健事業は地域住民と身近な関係にある市町村が今までどおり行

い、府は市町村に対し必要な助言、支援をすることとなっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 関口議員。 

○関口議員 今年度から長年の強い要望でありました国保料の引き下げが実施されまし

て、大変喜ばれております。その結果、府下では現時点では一番低い保険料となりまし

た。今度、広域化になっても保険料は村が決定するということですが、この保険料は３０

年までの間はどうなるのか、その先引き上げにならないようにお願いしたいわけですが、

そのことはどうなるのかお伺いいたします。 

 先ほど答弁にもありましたけれども、広域化以降は標準保険料率を府が示した上で村が

決定することになりますが、ある程度府が指導するということになるので、村が安い保険

料を決定しにくいのではないかなということで、その点お尋ねしたいと思います。 

 それから、村の保健事業はこれまでどおり維持されるような御答弁でございました。人

間ドックは現在７割助成、３割負担で大阪府下は大体５割負担のところが多くて、村の水

準はいい水準でありますけれども、受診率もいいほうではないかと思います。これで広域

化になったら人間ドックの制度はこれまでどおりしてもらえるのかお尋ねします、それが

２つ目と。 

 あと、滞納者への対応ですけれども、今、村は短期保険証の発行で資格証明や差し押さ

えなどはやっていませんけれども、これは現状どおりにしていただきたいと思いますが、

その点、３つ目。 
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 それから、今年度から広域化が一部やられておりまして、保険給付の３０万円から８０

万円であったものが今はもう全医療給付から共同事業安定化でやっていますけれども、そ

れの影響額というのはどれぐらいあるのかお尋ねします。 

 もう一つですが、広域化に向けて国のほうが各市町村に交付金を分配しているようです

けれども、１，７００億円をことし市町村に分配すると聞いておりますが、それの額は村

はどれぐらい入って、いつそれが措置されるのかお尋ねします。 

○井上議長 池内課長。 

○池西住民課長 １点目の国保料でございますけども、広域化になって保険料が上がるの

ではないかということを懸念されているようですけども、府下一元になったからというこ

とで、直ちに保険料も統一されるということはないと聞いております。保険料算定につき

ましては、国や府においてもただいま議論しておりますので、今後ますます進んでいくこ

とかと思います。村といたしましても、今後こうした動向を十分注意してまいりたいと考

えております。 

 ２点目が、保険料について指導があるんじゃないかということですけども、先ほども言

いましたように府が示された標準保険料を参考に村が保険料を決定すると、ほんでまた賦

課も、賦課徴収するということです。徴収した保険料を府に納付することとなります。法

定外の一般会計からの繰り入れなど、そういうことはできないと思います。それでまた示

された標準保険料を全く無視することはできへんのかなと思っております。 

 次は、人間ドックですけども、現在本人さんに３割負担、７割助成で実施させていただ

いております。人間ドックにつきましても保健事業のうちでございますので市町村が実施

することになると思います。しかし、まだ詳細につきましては決定しておりませんので、

今後このワーキンググループとかでも議論が進んでいくものと思われますので、動向を注

視してまいりたいと考えております。 

 滞納者への短期証の発行、資格証明書や差し押さえの件についてでございますが、現在

村では資格証明書は発行しておりません。短期証の交付につきましては３カ月更新を引き

続き行ってまいります。国保で財産の差し押さえ等の実績はなく、納付相談によりまして

対応いたしております。それと、保険財政安定化事業の３０万円から８０万円であったも

のが１円から８０万円に変わったということで、その影響額ですけども、平成２７年度に

つきましては調整交付金で９０％交付予定されております。影響額といたしまして２５０

万円のマイナスになるかと考えております。 

 それと、１，７００億円の国庫予算についての質問でございますけども、１人当たり

５，０００円程度の交付金が府のほうで試算されております。単純に村のほうで被保険者
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が２，０００人ございますので、掛けますと約１，０００万円の交付が見込まれます。そ

れで、年内に申請いたしまして年が明けまして交付を受けるということになります。詳細

につきましては１２月の議会で補正予算案を上程する予定でございます。 

 以上です。 

○井上議長 関口議員。 

○関口議員 いろいろ細かい点、ありがとうございました。 

 保険料については今大阪府下で一番低い保険料となって、これまでの村民の皆さんの声

が生かされたという点で、できるだけ頑張っていただいてこれを維持していただくように

お願いしたいと思います。 

 それから、人間ドックですけれども、これは早期発見、早期治療にすごく影響しますの

で、この点についても大阪府下がどういうことであれ現状を維持していただきますように

お願いしたいと思います。 

 それから、１，７００億円の配分ですけれども、村の試算では、それが村では１，００

０万円程度あるだろうということで、このお金を一体どういうふうに、積立金に置いてお

かれるのかどういうふうに扱われるのかはわかりませんけれども、これまででも村の積立

金は法定外繰り入れをしない中でも１億６，６００万円あって、そしてそのお金を使わな

くても引き下げができたという実績を持っておりますが、府下の市町村で積立金を持って

いないところが大阪市とかああいう大きなとこが積立金持ってなくて、赤字財政をやって

る中で村は非常に努力をしていただいて、健全化を保っていただいておりますけれども、

それはこれまでの高い保険料につながってきたわけですから、この１，０００万円につい

ても被保険者の負担にならないようにぜひお願いしたいと思います。 

 それから、当初この広域化が言われたころには、小規模自治体の国保ほど財政が脆弱や

から広域化やったほうがいいんやということで、この村でも当初は１０年ほど前ぐらいで

しょうか、早いこと広域化やってほしいという担当のほうの声もあったんですけれども、

ところが今となりましては小規模自治体のほうが健全財政をやっているので結局厚労省の

ほうは、この広域化は医療の適正化のためやと言うてるらしいです。その適正化、つまり

給付抑制と医療抑制が行われるのではないかという不安も出ておりますけれども、こうし

たこれまでの小規模自治体救済のための広域化や、今はそうじゃないんやという動きに対

して村はどう受けとめられているのかお尋ねしたいと思います。 

○井上議長 池西課長。 

○池西住民課長 広域化によりまして、メリットといいますか、小さい規模の保険者であ

りましたら、人工透析とか高額な医療が発生した場合にリスクが大きいというところがご
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ざいます。それで、広域化することによってリスクが分散されることも考えられます。保

険料の急激な値上げやそういうことにもつながらないんかなというふうに考えておりま

す。 

 それと、保険者が都道府県内で住所移転された場合、今までいた府内で住所移転された

場合は高額療養費とかその辺も一旦ゼロに戻るといいますか、引き続き多数該当とかそう

いうのは引き続きできないんですけども、府下一元化になるということで府内の移動の場

合は高額療養分も多数該当しますので、被保険者に還付される療養費も多くなると、そう

いうふうなメリットもあると思います。 

 以上です。 

○井上議長 要望をお受けします。 

○関口議員 先ほどからの質問の中身の要望に尽きると思うんですけれども、広域化によ

って国保料が引き上げにならないように、それからもう一つ、福祉医療、村がやってます

子ども医療費などに対してペナルティーを市町村に転嫁するというような動きもあると聞

いております。だけど、そうしたことにならないようにぜひ最高の水準の福祉医療を続け

ていただきたいと思います。 

 最後に、これまで村がやってきた保健事業を広域化によって後退させないということを

お願いしときたいと思います。 

○井上議長 質問事項２番目の答弁者、中野総務課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 旧千早小学校、富田林分校跡地の活用について御答弁申し

上げます。 

 まず、旧千早小学校の活用につきましては、ことし２月に旧千早小学校区の５地区長の

連名により旧千早小学校の施設の有効活用に関する要望書が提出され、本年７月に村長と

の懇談会を行いました。要望の内容としましては、旧千早小学校区には広域的に活用でき

る施設がないことから、健康福祉のコミュニティ交流の場や避難所、スポーツ振興による

運動場の活用など、地域住民が利活用しやすい施設整備を強く望むというものでございま

した。旧千早小学校の活用につきましては、今後も引き続き地域の皆さんの御意見を伺い

ながら検討を進めていきたいと考えております。 

 次に、富田林分校跡地についてでございますが、現在分校跡地の管理運営につきまして

は、社会福祉協議会に委託し、村老人クラブがグラウンドゴルフなどで利用しておりま

す。分校跡地の利活用につきましては、まず現在抱えている境界確定などの諸課題を解決

することが不可欠であるということから、引き続き事務作業を進めていきたいというふう

に考えております。 
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 以上でございます。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

○関口議員 千早小学校については地区の区長さんから地域の活用にしたいということで

要望が出ているとお聞きしましたけれども、これまでに、１点目の質問で言いましたけれ

ども、物づくりの関係の人やとか、そういう人からこういうことで使いたいというような

問い合わせはなかったのかという、その点についての御答弁をお願いしたいと思います。 

 それで、最近廃校、閉校したところに対しては、福祉施設とか介護施設などの需要もあ

るということで、そういう施設、そういう分野への転用があちこちでやられているようで

すけれども、村でもこれから高齢化がもっと進む中で老人施設であるとかそうした分野に

発信していくということはどうでしょうか。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 まず、使いたいという要望があったかということでござい

ますが、直接総務課のほうにそういった団体等からの要望というのは聞いておりません。 

 また、介護施設等への転用ということでございますが、まずその転用するに当たりまし

ては現校舎の耐震等の問題もあります。また道路等のアクセスの問題もありますので、そ

ういったことも今後検討していくことが必要であると考えております。 

 以上です。 

○井上議長 関口議員。 

○関口議員 多聞小学校、それから自休村センターについてはそうしたことはこっち側で

一切やらなくて、借りる人、購入する人が全部やるということで、村の負担なしで活性

化、それから村の財政も潤していると思うんです。そのままにしているのとでは大違いで

すので、今後公共施設の検討委員会でもぜひお願いしたいなと、検討をお願いしたいと思

います。 

 それから、千早小学校の利用なんですけれども、今総務課でやっておられますけれど

も、村づくり課ではいろんな問い合わせも最近はあると聞いておりますので、そうしたと

ころとあわせて村の発展につなげるような方向でぜひ村づくり課、総務課などとも連携し

ながらやっていただきたいなと思います。 

 それから、富田林の分校跡ですけれども、徳島県の上勝町というところでは廃校を複合

住宅、村営の町営住宅にやってすごく若い人が帰ってきたと、あのまま運動場として、今

はグラウンドゴルフに利用されているだけですけれども、村営住宅あるいは住宅の開発、

そうしたことで人口増加につなげていくこともどうかと思いますが、その点いかがでしょ

うか。 
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○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 また、分校の開発ということでございますけども、分校の

跡地につきましては今現在境界確定等で、当然境界確定してませんので、そういった確定

の問題がまずございます。それと、まず開発する場合に当たりましては、開発の許可が要

りますのでそういった開発許可の法的な問題、また、道路等の接道の問題がありますの

で、そういったことも解決する必要がありますので、そういったことも今後踏まえまして

総合的に判断したいというふうに考えております。 

○井上議長 要望をお受けします。 

○関口議員 要望いいです。 

○井上議長 ５番目の質問者、浅野議員。 

○浅野議員 ４番、公明党浅野利夫でございます。議長通告に基づきまして２点質問をさ

せていただきます。 

 １番目が、高齢者の社会参加の推進についてお伺いします。 

 本村の高齢化率も平成２６年度末現在３９．６％となりました。１０人中４人が６５歳

以上であります。少子化に加え、団塊の世代が６５歳以上となったためであり、大阪府下

でも高齢化率が最も高く、今後高齢者が安心して暮らせる地域社会づくりをつくり上げて

いくことが重要であります。健康で長生きをと誰もが望んでいることですけれども、最近

は住民同士のつながりが若干希薄になっていると考えております。積極的にボランティア

グループに入り、活動されている方は一部の方にとどまっております。村としても元気な

高齢者には生きがいづくりや社会参加の推進など、地域活動に積極的に参加してもらうよ

う施策を検討してはどうかと思います。その点をお伺いしたいと思います。 

 ２つ目が、防犯監視カメラの設置についてお伺いします。 

 先月、寝屋川市で中学１年生の男女が車に乗せられ殺害されるという社会を震撼させた

痛ましい事件が発生しました。大阪府警察の総力を挙げた執念の捜査により、２人とも遺

体で発見され最悪の事態となりました。犯人は検挙されましたが、完全黙秘しているため

はっきりした原因は不明のままです。しかし、犯人検挙に威力を発揮したのがコンビニ等

に設置された防犯カメラであります。防犯カメラについてはプライバシーが問題視されて

おりますが、今回の事件をまねた同様の事件がいつどこで起きるかわかりません。本村は

全般的に街灯などの明かりが少なく、都会とは比べ物になりません。今回の事件も深夜に

商店街を行き来するという特異性はありますが、防犯上、また子どもの被害の未然防止の

観点からも本村も防犯カメラの設置が必要と考えます。 

 そこで、防犯監視カメラの設置についてお聞きします。今、村内の防犯カメラの設置状
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況はどのようになっているのか。２、他の市や町では地区に補助金を出してカメラを設置

している自治体もあります。本村でも地区に補助金を出してはどうかという、以上の２点

の質問です。的確な御回答をよろしくお願いをいたします。 

○井上議長 質問事項１番目の答弁者、和田健康福祉課長。 

○和田健康福祉課長 高齢者の社会参加の推進について御答弁申し上げます。 

 本格的な少子・高齢社会においては、高齢者が支えられるだけでなく社会を支える役割

を担うことができるよう、社会参加活動の促進や就労機会の確保などさまざまな取り組み

を進めていくことが必要であります。また、高齢者は豊かな経験、知識、技能を持ってお

り、こうした能力を積極的に生かしていくことは高齢者の生きがいづくりや介護予防、健

康寿命の延伸に大きく効果があります。村内においてはシルバー人材センターやボランテ

ィア活動などによる高齢者の活躍の場や、各地区福祉委員会による高齢者の集い、世代間

交流、喫茶など地域においてさまざまな活動を実施されております。今後、増加する高齢

者に対しこのような活動に積極的に参加していただくために、地域における通いの場や介

護予防の活動の場所の情報提供を村広報紙やホームページなどにより行ってまいりたいと

考えております。また、村社会福祉協議会と協力しながら高齢者の社会参加が図られるよ

うな施策についても検討してまいりたいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 浅野議員。 

○浅野議員 どうもありがとうございました。 

 今ボランティアとかそれは社会福祉協議会で行っているということで、福祉委員とか皆

さんが世代間交流とかいろいろ活動なさっていることもよく知っております。先日、９月

６日日曜日でしたけれども、午後から福祉の集いがくすのきホールでもありました。私も

コマまわし担当してくれということで行きましたけれども、大体参加された方の顔ぶれ、

見てましたけれども、いつも同じような顔ぶれが多いように思いました。この福祉の集い

で課長も参加されてましたけれども、どのぐらいの人数で、またそこで何かエピソードが

あったとか、お聞きになれば教えていただきたいと思いますが、よろしくお願いします。 

○井上議長 和田課長。 

○和田健康福祉課長 ９月６日の福祉の集いでございますけども、参加者は３８５名で、

昨年に比べまして１７２名ふえております。当日は手話、また絵手紙など、村で活動する

ボランティアについてそれを体験してもらうブースがありまして、体験された中で活動に

参加したいという方が数名おられたと聞いております。また、今回新たな取り組みといた
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しまして実施しました健康チェックコーナーも大変盛況でございまして、皆さん関心を持

たれておりました。 

 以上でございます。 

○井上議長 浅野議員。 

○浅野議員 いろいろ考えてやっていただいて、去年の福祉の集いはたしか葉っぱビジネ

スで四国のほうから来ていただいたと思います。いろいろ考えていただいて、高齢者の方

が１人でも参加できるように、今回もかなり、３８５から１７２名参加ですか、去年より

多いということでいいことかなと思っております。ほかにもいろいろ事業とかやっていた

だきたいとことがありますけれど、最初の答弁でも社協と協力しながら高齢者の社会参加

を図れるようにしていきたいという、検討したいということの答弁もらいました。私も以

前にこれは別にお金もらったわけじゃないですけど、党としてもカーブミラー清掃したり

いろいろやっております。今でも大体小吹台地区の方がほとんど多いように僕も見受けま

す。積極的に参加されてると思います。旧村の方はどうしても農家の方が多いんで、多分

忙しいんじゃないかなと思いますが、以前に私もカーブミラー清掃もしましたけれど、や

はり高齢者の方が何か一つでも入っていただけるように、そういう難しいことではなく、

僕がやったカーブミラー清掃くらいやったらそう大したことなく、脚立一つあればできる

かなと思いますんで、こんなこともこれが全てじゃありませんけれども、また社協のほう

と検討していただきまして、シルバー人材センター使っても、検討していただければと思

っとりますんで、要望です。よろしくお願いします。 

○井上議長 質問事項２番目の答弁者、中野総務課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 防犯カメラの設置について御答弁申し上げます。 

 防犯カメラの設置につきましては、犯罪の抑止効果が高まるとともに、防犯カメラの映

像が決め手となり、犯罪者の検挙につながる事例も多く見られ、安全で安心なまちづくり

に一定の効果が期待できるものと考えております。１点目の本村での設置状況でございま

すが、個人の住宅や民間事業所などでの設置状況につきましては把握しておりませんが、

村としましては趣旨は違うかもわかりませんが、岩井谷浄水場などの水道施設に監視カメ

ラとして１３台設置がございます。また、今議会に補正予算を計上させていただいており

ますが、道の駅の自動販売機が複数回にわたって荒らされるという事案が発生しており、

治安が悪化していることから警察とも協議を行い道の駅への防犯カメラの設置を予定して

おります。 

 次に、２点目の防犯カメラ設置に伴う補助制度でございますが、子どもの安全や地域の

安全を守る観点から、地区からの設置の要望等の状況を勘案しながら今後検討してまいり



- 69 - 

たいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 質問をお受けします。 

 浅野議員。 

○浅野議員 今回の質問じゃないけど、東阪の水源地ですか、貯水池ですか、その裏に不

法投棄があるということで防犯カメラをつけたということを聞いておりました。今も答弁

の中で自販機が荒らされるから、道の駅への設置を予定しているということで、今回の補

正予算でも計上されましたけれども、今考えておられるのはこの１カ所だけが防犯カメラ

をつけるということですけれども、ただ１カ所だけでは効果が薄いんじゃないかなと思い

ますけれども、もっとふやす考えはないのか、その辺お聞きしたいと思います。 

○井上議長 中野課長。 

○中野会計管理者兼総務課長 安全で安心なまちづくりを推進していくということから、

防犯カメラが有効と思われます道路等の公共空間につきましては、防犯カメラの有効性と

プライバシーの保護との調和を図りながら、犯罪の抑止力を高めることを目的としまし

て、今後設置について検討していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 浅野議員。 

○浅野議員 確かに防犯カメラは、きのうだったと思うんですけど、１７日の読売新聞の

記事ですけど、守口市で防犯カメラを１，０００台増設するということで、面積当たりで

いけば全国一らしいですけれども、来年の１０月ぐらいまでに向けてやっていくというこ

とです。当然、この村ではそういう子どもの被害がなければいいんですけれども、私も知

っている柏原市のほうで１人、児童の方が亡くなられて見つかったということで、場所が

知ってるだけであんな田舎のほうで殺されるんか、かわいそうだなという思いが非常にあ

ります。だから、子どもの被害防止とか、地域の安全を守る意味からも私どもの村にはコ

ンビニはないですけれども、防犯カメラが非常に効果的であると思います。例えば村の出

入り口、３０９、場所は要りますが森屋の交差点か、どっちでもいいんですけど３０９と

か、奈良県へ抜けるところとか出口とか、そういうところに防犯カメラをつければかなり

こういう安全面がカバーできるんじゃないかと思ってます。ただ、村独自で勝手につける

わけにもまいらないと思いますんで、富田林警察とか安全協会とか、その辺の管理体制し

っかりと検討していただいて、村の安心・安全にさらに高めていただきますよう、これ

は、もしつけるとなれば補正予算組んででも一日も早くお願いしたいと思いますので、こ

れは強く要望しておきます。 
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 以上です。 

○井上議長 第６番目の質問者、清井議員。 

○清井議員 議席番号５番、清井でございます。通告のとおり下水道事業の検討というテ

ーマで質問したいと思います。 

 住民の生活改善と水質保全を目的として下水道事業は整備開始以来２０年が経過しまし

た。平成２６年度までの整備面積は計画面積３７１ヘクタールの５３．９％、普及率は７

４．９％となりました。これでおおむね住宅密集地の整備はできたものと思われます。有

収水量は平成１８年度以降、村の人口の減少に伴い年々減少し、あわせて使用量も減少し

ております。一方、今後施設は老朽化して維持管理費が増加していくものと思われます。

財政面では地方交付税の算入が一部あるものの、一般会計からの繰入金が毎年１億円を超

えており大きな負担となっています。本年度より合併浄化槽の設置、維持管理費への補助

金の増額等が行われていることも踏まえまして、今後の下水道整備事業のあり方について

再検討していただきたいと思いますが、村の考え方をお聞きしたいと思います。 

○井上議長 質問事項の答弁者、赤阪施設整備課長。 

○赤阪施設整備課長 下水道事業の検討についてお答えします。 

 下水道事業につきましては、生活環境の改善を図るため生活排水処理施設として平成６

年度から事業に着手し２２年目を迎えており、これまでの整備状況は議員お示しのとおり

でございます。下水道事業会計における収支状況は、過去１０年間は歳入歳出約２億円前

後で推移し、横ばい状態でありますが、料金収入については平成１８年度をピークに人口

減少などから緩やかに減少している状況です。本来、下水道事業の主たる財源となるのは

料金収入でありますが、本村の場合料金収入で賄うことは困難な状況で、今後も年間約１

億円から１億数千万円程度の一般会計からの繰り入れが必要と考えております。今後の下

水道事業につきましては、地域のバランスも考慮しながらまず市街化区域内で残っている

未整備区域を優先的に整備を進めてまいります。また、下水道処理区域のうち事業認可の

未取得部分などの地域については、住民の皆様の意向もお聞きしながら浄化槽整備を含め

た最適な整備手法を費用対効果の観点から再検討を行うとともに、必要に応じて下水道全

体計画の見直しの検討も行ってまいりたいと考えています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○井上議長 再質問をお受けします。 

 清井議員。 

○清井議員 ただいま答弁いただきましたとおりのことなんでしょうけども、もう少し細

かい数字について検証、確認もあわせてお聞きしたいことがありますので聞かせてもらい
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ます。 

 ただいま手元にお配りしました使用量の経費に対する割合、回収率っていう一つの決算

統計がありまして、これを見ていただきたいと思います。 

 まず１番目の①の有収水量、要は収入につながってくる水道ですが、平成１８年の３８

万９，０００トンが２６年度には３５万１，０００トン、３万８，０００トン減少してお

ります。これが約１割です。これにあわせて②の料金収入の欄を見ていただきましたら、

平成１８年の５，１８６万７，０００円が２６年度には４，６６７万７，０００円、５２

０万円の減で同じく１割減となっております。そして、この間、使用料単価は平成１８年

の消費税相当額加算以降、ずっと１３０円で値上げをしてまいりませんでした。ところが

一方、管理費と資本費の合計である⑥の汚水処理費、これはいわゆる算定経費というもの

なんですが、これが１億円余りでずっと推移しております。そこで、⑦のトン当たり処理

現価、これはかかった汚水処理費を有収水量で割った数字になるわけですが、トン当たり

の処理原価は平成２０年度以降のこの要因の一つとして資本費の増加、そして先ほど言い

ましたように有収水量の減少、そういったことによりまして年々上昇傾向にあります。さ

らに今後、維持管理費は施設が老朽化すれば当然、増加していくものと思われます。 

 その結果、使用料単価と処理原価の割合である回収率、要は先ほど課長おっしゃいまし

た幾ら、どの程度賄われてるのか、その賄われ率です、使用料というもので賄われている

率が２０年の５９％をピークにしまして２４年以降ずっと５０％を割り込んでいる、つま

り村の下水道事業のうち料金収入で賄われているのは５０％以下であって、そしてその不

足分については一定の交付税算入はありますが、一般財源によって賄われているというこ

とになります。 

 次に、下の水洗化率、（Ｃ）です。供用開始区域内の人口と水洗化人口の割合、要は供

用開始したけどもどれだけの人がそこに接続して加入していただいてるんか、その割合を

見た率です。それを見ましたら平成１８年の水洗化人口、これが３，９０９人、これが２

６年度になりましたら３，７５１人と１５８人減少しているんです、区域内人口が。加入

人口が減少しながらも１８年と２６年の加入率を見ましたら上昇しているんです、２．

９％。これはどういうことかと言いましたら、加入している人の減り方よりもその地域に

住んでられる人口の減り方のほうがきついために、分母が小さくなってきますから余計に

見た目には加入率はようなってるんやなというんですが、実態としては、利用している人

あるいはそこに住んでいる人が減っている、こういう捉え方になってくると思います。そ

して、この間に整備された供用開始面積、ヘクタールであらわしていますが、これについ

ては供用開始に１８年度以降かなりペースダウンはされたものの、１７７ヘクから１９３
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と、１６ヘクタール、９．２％拡大されております。当然整備面積が拡大しますと今後維

持管理費、そして建設に伴う資本費は増加してまいりますから、今後も資本費は増加して

いくであろう、そういう見方になってきます。ところが、逆にそれを利用していただく加

入者、これが減っていくとすれば料金収入が減っていきますから回収率はさらに低下して

いくんではないかなという、こういう一つの目安が見えてくるんかなと、こう思ってま

す。 

 そこで、まず下水道は下水道収入で賄うのが建前っていうことを先ほど課長おっしゃっ

てましたとおり、回収率を改善せないいけません。回収率を改善するには、まず一番早い

のが使用料を見直す、値上げをする、です。これは今回消費税もプラス３％なりましたか

ら、それ相当分ぐらいは住民の方に負担してもらってもいいんじゃないかなとそう思って

ます。使用料を上げるに当たっては、よく近隣の状況がどうかとおっしゃいますから、今

近隣ではどういう状況なのか、これもあわせてわかれば教えてください。 

 次に、加入率の増加、改善を図る。供用開始区域でありながら、何で加入してくだはら

しませんのかっていう話になるわけですから、それを何とか積極的に入っていただくこと

が必要じゃないかなと。 

 そして最後に、説明の途中で申しましたとおり、汚水処理原価の中で資本費っていうの

がずっと膨らんでるんです、これがわずかずつですが。しかし、企業債残高、これは最近

は横ばい傾向ですが、資本費を抑える目的で考えられる手法とすれば、最初に提案しまし

たように下水道区域内外にかかわらず、その合併処理浄化槽の設置、これをもう少し積極

的に拡大できないかなと思います。それには当然補助金の加算とかということも考えられ

るんでしょうけども、そういうことについてこういう考え方もあるけどどうですかという

ことです。それで、一番今後の資本費、維持管理費を抑えるなら、さらに新規建設をペー

スダウンするとか、もうこの際凍結してしまうとか、工事をこれ以上やらないと、そうい

う考え方ができないのか。そして、計画面積ですが、これはこの企業団と約束したことで

すから大変なことやと思いますけども、結局この維持管理費は公共だけじゃなくってその

流域関係の維持管理費もかなり大きくかぶさってくるんではないかなっていうことが予想

されます。 

 それで、この際計画面積の見直しを図れればなということを、僕が思いつきでこの３

つ、そして資本費についてはさらに３つ考えましたけども、それぞれについて村の考え、

御意見を伺いたいと思います。 

○井上議長 赤阪課長。 

○赤阪施設整備課長 ５点ほど質問があったかと思いますが、まず１点目の使用料でござ
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いますが、まず近隣の市町村の状況でありますが、一般家庭の平均的な使用量、月２０立

米の使用料金でお答えさせていただきますと、近隣では河南町が１，７９２円、太子町が

２，５２３円、富田林市が２，３３９円、河内長野市が２，２８９円、大阪狭山市が２，

１８１円、本村の場合２，３９７円となります。本村より高いのが太子町のみでありま

す。ちなみに、大阪府下で申しますと高いほうから１６番目といった状況であります。担

当課といたしましても、回収率を改善するためには使用料の値上げが必要不可欠であると

考えますが、現在村では過疎からの脱却に向けた取り組みを始めた段階でもあり、当面は

料金の見直しは困難な状況であると考えます。 

 次に、２点目の加入率の改善につきましては、既に整備済みの区域における未接続家庭

について接続を促すためこれまでの広報紙などによるＰＲに加えまして、昨年度より一部

地域において職員による訪問ＰＲを行うとともに、未接続の理由など御協力いただける範

囲において聞き取りも実施させていただいております。今後も広報紙、ホームページなど

によるＰＲを行うとともに、家庭訪問によるＰＲ活動を実施してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、下水道計画区域への浄化槽設置補助、維持管理費補助の積極的な拡大についてで

ございますが、下水道計画区域において下水道整備が大幅におくれる、おおむね７年以上

です、おくれる地域については生活環境の改善からも補助の対象といたしております。 

 続きまして、新規整備の考え方についてでございますが、議員お示しのとおり平成１８

年度以降ペースダウンを行っており、今後も同様に財政状況や地域のバランス等も見なが

ら整備を進めてまいりたいと考えております。 

 また、計画面積につきましても費用負担等も勘案しながら必要に応じて検討してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○井上議長 質問をお受けします。 

 清井議員。 

○清井議員 要望しておきます。下水道事業は地域のインフラ基盤として重要であること

は承知していますが、やっぱり一定の費用対効果、財政負担っていうことも考える必要が

あるんかな、そういう思いで質問しております。現実問題として回収率５０％を切ってい

る下水道事業は料金収入で賄えていない、まず第一に人口の減少がやっぱりきついという

ことが一つ前提にあると思います。そして、地形的に、住居が広い範囲に点在していて１

戸当たりの事業効率が非常に低い、これは水道も共通する課題です。ちなみに、下水道事

業会計が特別会計になりました平成７年からこれまでの２０年間に一般会計から１９億
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７，０００万円繰り入れやってきました。そして、そのうち交付税算入額は直近で調べて

もらいましたら約年間に４，０００万円程度、だから８億円程度交付税算入されているん

です。そうしますと残り約１２億円程度が真水で一般会計から繰り入れしてきたことにな

る。これを加入人口で割ってみまして、それを例えば平成１８年、一番加入率がいい３，

９００ですから約４，０００、簡単にするなら４，０００人としましたら、１人当たりこ

れまでの補助額は３０万円になってます。さらにこれは毎年幾らかづつ積み上がっていく

わけです。ところが、一方平成９年から始めました浄化槽の村補助制度、これによって村

が補助した金額が平成９年から２６年までで４，３７０万円、そして設置基数は１２６基

です。これを７人槽換算で８８２人としましたら、１人当たり補助額は５万円です。だか

ら、費用対効果を考えたら、いかに下水道というのは高うついてるんかという話がある上

で、汚水処理を行うについては先ほど最初に申しましたとおり、事業体経費、費用と効率

の問題を考えたらやっぱりこれは見逃せない話かなと思っております。 

 先ほど事業面積、下水道事業組合と約束した面積が３７１ヘクタールで足かせがあると

はいうものの、事業主体としてやっぱりその辺のところも再検討して、そういった話がで

きないんかなっていう思いがありまして、このまま計画どおりペースダウンをしたといえ

ども残りの部分についても管路を延長していくことが本当に村の汚水処理事業として正し

いやり方やったのか、手法として。だから、もしできることなら、これは非常に難しい話

かもわかりませんけども、認可面積３７１ヘクタールのうちまだ未着手の部分について

は、その範囲について管路を延長するほうがコストが安く済むのか、個別の浄化槽を設置

をお願いしたほうが安うつくのか、そういったことも検討して、単純に考えりゃ３０万円

に対して５万円でできるっちゅう話であるとすれば、浄化槽のほうが安いのはわかってる

わけですから、その辺のところも含めてこれは相手のある話ですけども、ぜひ一度、そう

いった面からも一度検討していただきたい。要望しておきます。 

○井上議長 以上で本定例会に付議されました案件は全て終了いたしました。 

 ここで松本村長より挨拶がございます。 

 松本村長。 

○松本村長 ただいま皆さんの御協力で９月議会が終わりました。平成２６年度の決算を

認定いただきました。現在村は２７年度の予算にのっとり、新しい村づくりに努力してい

る最中でございます。 

 先ほど議会の中で、既に私にとっては過去の話と思っておりました合併について言及が

ございました。合併破綻以来、既に選挙がございまして、私は合併についてのみそぎは終

わっていると考えて新たな村づくりに励んでいるところでございます。新庁舎建設、ビジ
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ターセンターの設置は元気な村づくりの一里塚だと私は考えて今一生懸命張り切っており

ます。 

 今、地方創生で全国市町村が官一極集中、あるいは人口の拡散に向け努力している最中

でございます。村は人口減少をとめ、人口増に向かうには何が必要か、私は今一生懸命考

えるところでございますが、従来の方法や考え方では恐らく新しい時代に対応できないと

考えております。かなりドラスチックなイノベーションが必要だと考えております。確か

に上勝町やあるいは長野県の川上村なんかは非常にすばらしい成功をしておりますが、両

方とも町長あるいは地域の人たちとお話ししたところ、私どもの村と全然地域の状況が違

います。ということは、向こうさんの方法を取り入れたらうちの村ではできないというふ

うに私は考えておりますので、ぜひ、すばらしい人口密集地の近くにある私どものような

村が必ず元気を取り戻す、いわゆる新しい方法、ぜひ皆さんお考えいただきまして、御提

案いただき、あるいは御援助をいただいて、よりよい村づくりに励みたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたしまして私の御挨拶といたします。今回どうもありがとう

ございました。 

○井上議長 どうもありがとうございました。 

 これで本日の会議を閉じ、平成２７年第３回千早赤阪村議会定例会を閉会いたします。 

 どうも御苦労さまでした。 

            午後２時２５分 閉会 
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